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第Ⅱ章 調査結果 

１．住まいの損害保険および共済の加入状況 

本調査の集計・分析は、損害保険・共済等の加入状況により、地震保険の加入・非加入

の別で 2区分、その詳細として 5区分に分けて実施した。 

具体的な区分内容は以下の通りである。 

（１）地震保険加入状況：2 区分 

地震保険加入者 

（6,000 サンプル） 

地震危険を損害保険でカバーすることを選択している回答者 

本調査においては、「住居建物」または「家財」の少なくともど

ちらか一方に対して地震保険に加入している回答者のこと。地震

保険は火災保険とセットで加入する商品であるため、これらの回

答者は同時に火災保険にも加入している。 

地震保険非加入者 

（9,000 サンプル） 

上記以外の回答者 

 

 

（２）地震保険加入状況（詳細）：5 区分 

地震保険加入者 

（6,000 サンプル） 

前掲 

 

火災保険のみ加入者 

（5,743 サンプル） 

火災保険に加入する際に地震保険には加入しないことを選択した

回答者 

本調査においては、地震保険加入者以外で、「住居建物」または

「家財」の少なくともどちらか一方に対して火災保険に加入して

いる回答者のこと 

共済加入者(地震担保) 

（706 サンプル） 

地震危険を共済でカバーすることを選択している回答者 

本調査においては、上記 2 区分以外で、「住居建物」または「家

財」の少なくともどちらか一方に対して、地震危険をカバーする

共済に加入している回答者のこと 

共済加入者(地震不担保) 

（724 サンプル） 

地震危険を共済でカバーしないことを選択している回答者 

本調査においては、上記 3 区分以外で、「住居建物」または「家

財」の少なくともどちらか一方に対して、共済に加入している回

答者のこと 

保険・共済非加入者 

（1,827 サンプル） 

上記 4 区分以外の回答者 
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《参考》住居建物・家財別 地震保険加入状況（詳細）別 サンプル数 
本調査の Q20 と Q21 では、住居建物と家財それぞれについて、損害保険や共済の加入状

況を質問している。その結果を下表に示す。例えば地震保険加入者（6,000 サンプル）のう

ち、住居建物と家財のどちらとも地震保険に加入している者は約 7割（4,248 サンプル）で

ある。他の加入状況区分の者についても、住居建物と家財の加入状況が同じ区分である者

の割合は 7割以上となっている。 

 

＜地震保険加入状況（詳細）＞ 

地震保険加入者  6,000 サンプル 

火災保険のみ加入者  5,743 サンプル 

共済加入者(地震担保)  706 サンプル 

共済加入者(地震不担保)  724 サンプル 

保険・共済非加入者  1,827 サンプル 

「住居建物」加入状況 

（Q20） 

 

 

 

「家財」加入状況 

（Q21） 

１ ２ ３-６ ７ ８ 

計 

地
震
保
険
加
入
者 

火
災
保
険
の
み
加
入
者 

共
済
加
入
者(

地
震
担
保) 

共
済
加
入
者(

地
震
不
担
保) 

保
険
・
共
済
非
加
入
者 

１ 地震保険加入者 4,248 65 179 23 22 4,537 

２ 火災保険のみ加入者 518 4,171 111 99 150 5,049 

３-

６ 

共済加入者(地震担保) 218 86 597 17 10 928 

７ 共済加入者(地震不担保) 46 156 25 595 38 860 

８ 保険・共済非加入者 681 970 57 91 1,827 3,626 

計 5,711 5,448 969 825 2,047 15,000 
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２．回答者および回答者の世帯の属性 

（１）回答者の立場 

 

世帯主あるいはその配偶者を対象としてアンケートを実施した。その比率を示す。回答

結果における世帯主とその配偶者の比率はどの区分においても大きな違いはなく、２：１

程度である。 

 

SQ１．回答者の立場 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

66.1

66.0

66.1

65.0

68.1

67.0

67.7

34.0

34.0

34.0

35.0

31.9

33.0

32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯主 世帯主の配偶者

 

＊問番号の SQ はスクリーニング調査の設問であることを示す。 
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（２）結婚の有無 

 

回答者の結婚の有無について質問した。地震保険加入者の「未婚」の比率は 14.9％、地

震保険非加入者の「未婚」の比率は 20.0％と、約 5％の差がある。 

詳細な地震保険加入状況別に見ると、地震危険を担保する保険・共済に加入している者

の「既婚」の比率は他よりもやや高い。また、保険・共済非加入者の区分のみ「未婚」の

比率が 3割を超えている。 

《参考》には平成 17 年国勢調査による世帯主の配偶関係を示した。この結果と比較する

と、保険・共済非加入者の区分の「未婚」の比率が高いことがわかる。 

 

 

SQ２．結婚の有無 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

14.9

20.0

14.9

17.3

14.3

19.1

30.8

85.1

80.0

85.1

82.7

85.7

80.9

69.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 既婚 

 

 

《参考》平成 17 年国勢調査による世帯主の配偶関係 

平成17年国勢調査による一般世帯

の世帯主
81.618.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 既婚  
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（３）世帯主の性別 

 

世帯主の性別は、いずれの区分においても「男性」の比率が 8割台となっている。 

《参考》には平成 17 年国勢調査による世帯主の性別を示した。国勢調査の結果と比較す

ると、本調査のサンプルの方が、世帯主が男性である世帯の比率がやや高い。 

SQ８．世帯主の性別・年齢 

 ●世帯主の性別 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

85.7

84.4

85.7

85.1

88.7

84.7

80.2 19.8

15.3

11.3

14.9

14.4

15.6

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

 
《参考》平成 17 年国勢調査による世帯主の性別 

平成17年国勢調査による一般世帯

の世帯主
22.078.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性  
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（４）世帯主の年齢 

 

国勢調査の世帯主の年齢構成にあうようにアンケート対象を選定したため、すべての区

分でほぼ一定の構成比率となっている。 

《参考》に平成 17 年国勢調査による世帯主の年齢構成を示す。この構成比率と比較する

と、インターネットリサーチモニタの制約により、本調査では 24 歳以下および 65 歳以上

がやや少ない構成となっているが、全体的には大きな違いはない。 

SQ８．世帯主の性別・年齢 

 ●世帯主の年齢 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

19.6

19.1

19.6

18.9

19.3

19.6

19.2

21.4

21.1

21.4

21.0

21.2

21.3

21.6

22.5

21.9

22.5

21.8

20.7

22.4

22.5

20.3

21.7

20.3

22.0

22.5

21.1

20.7

0.6

0.9

0.6

0.7

0.3

1.7

1.6

15.6

15.2

15.6

15.6

16.0

14.0

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０～２４歳  ２５～３４歳  ３５～４４歳  ４５～５４歳  

５５～６４歳  ６５歳以上    

 
 

《参考》平成 17 年国勢調査による世帯主の年齢 

平成17年国勢調査による一般世帯

の世帯主
15.7 17.2 21.4 27.94.2 13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）世帯主の職業 

 

地震保険加入者の世帯主の職業は、「会社員・公務員」の比率が最も高く、61.7％である。

地震保険非加入者についても同様に「会社員・公務員」の比率（56.4%）が高いが、地震保

険加入者と比較すると 5％程度低い。地震保険非加入者では、「自営業（その他）」や「無職」

の比率が、加入者と比較してやや高い。 

詳細な地震保険加入状況別にはどの区分も「会社員・公務員」の比率が最も高く、5割か

ら 6割程度を占めている。次いで「無職」、自営業（その他）の順で比率が高く、それぞれ

2割弱、1割強程度となっている。保険・共済非加入者は他よりも「パート・アルバイト」

比率が高い。 

 

SQ９．世帯主の職業 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

61.7

56.4

61.7

58.4

55.8

57.7

49.9

0.7

0.7

0.8

1.1

0.9

12.3

13.7

12.3

13.7

13.6

11.7

14.3

2.1

2.0

2.5

3.5

4.0

3.5

2.9

4.4

4.1

7.3

3.5

3.9

3.5

3.8

2.4

2.8

5.5 18.8

3.3

1.0

2.0

2.1

2.0

1.2

0.3

0.5

1.1

0.8

0.3

0.6

0.4

20.2

18.1

16.1

16.1

18.3

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員・公務員 自営業（農林漁業）  自営業（その他）    

主婦                学生                パート・アルバイト  

その他              無職                
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（６）世帯人数 

① 家族の人数 

 

地震保険の加入者・非加入者の比較において、差が大きいのは「ひとり暮らし」の比率

である。地震保険加入者の世帯では、「ひとり暮らし」の比率（9.5％）が、地震保険非加

入者の世帯の「ひとり暮らし」の比率（13.5％）に比べて 4％程度低い。その他には大きな

差は見られない。 

詳細な加入状況別を見ると、家族の人数について、いずれの区分でも「2人」の比率が最

も高い。共済加入者（地震保険担保）の区分は、他と比較して「ひとり暮らし」（8.8％）

が低く、「5 人」や「6 人以上」の比率（あわせて 18.5％）が高い。逆に保険・共済非加入

者の区分は、「ひとり暮らし」の比率（21.9％）が高く、「5人」や「6人以上」の比率（あ

わせて 9.2％）が低い。各区分の間で「2人」「3人」「4人」の構成比率（あわせて 7～8割

程度）には大きな差がない。 

 

Ｑ68．ご家族の人数（注）をお答えください。（あなたご自身も含めて） 

 （注）同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

9.5

13.5

9.5

11.3

8.8

13.7

21.9

30.2

29.5

30.2

29.2

28.8

28.9

31.2

24.6

23.4

24.6

24.6

22.1

22.5

20.3

21.3

22.8

22.4

22.0

21.5

17.4

8.5

8.1

8.5

8.0

11.8

8.7

6.8

4.3

4.2

4.3

4.4

6.7

4.7

2.4

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし 2人 3人 4人 5人 6人以上
 

＊問番号の Q は本調査の設問であることを示す。 
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② 扶養家族の人数 

 

地震保険加入者の世帯では、地震保険非加入者の世帯に比べて、扶養家族が「いない」

比率がやや低い。 

詳細な区分別に見ると、保険・共済非加入者の区分では、他の区分と比較して、扶養家

族が「いない」比率（4 割程度）が高い。逆に共済加入者（地震担保）や地震保険加入者は

「いない」比率が低く、他の区分と比較すると 1 名以上の扶養家族がいる世帯の比率が高

い。 

Ｑ68．ご家族の人数（注）をお答えください。（あなたご自身も含めて） 

 （注）同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計 

 ●扶養家族の人数 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

27.3

31.3

27.3

29.5

24.1

30.1

40.2

31.9

30.0

31.9

30.0

32.7

30.4

29.0

19.5

19.0

19.5

20.0

19.5

18.6

15.8

13.7

14.6

14.4

15.4

14.9

10.4

5.3

4.6

5.3

4.7

5.7

4.7

3.8

14.6

0.8

1.2

2.5

1.5

1.4

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いない 1人 2人 3人 4人 5人以上  
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③ 未就労の子供の人数 

 

地震保険加入者と地震保険非加入者の間に大きな違いは見られない。 

詳細な区分別に見ると、保険・共済非加入者の区分では、他の区分と比較して、未就労

の子供がいない世帯の比率（7 割程度）が高い。 

Ｑ68．ご家族の人数（注）をお答えください。（あなたご自身も含めて） 

 （注）同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計 

 ●未就労の子供の人数 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

59.4

61.4

59.4

59.8

56.9

61.9

67.8

19.1

18.1

19.1

18.5

18.8

17.8

16.9

16.9

16.2

16.9

17.3

18.0

15.9

12.0

3.8

4.0

3.8

5.8

4.1

2.9

0.6

0.5

0.6

0.5

0.4

0.3

0.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いない 1人 2人 3人 4人以上
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（７）被災時に使用できる預貯金等の額 

 

地震保険加入者と地震保険非加入者ともに「200 万～500 万円未満」の比率が高い。「50

万円未満」の比率は、地震保険非加入者が 18.1％、地震保険加入者が 12.2％と 6％程度の

差がある。 

詳細な区分別には、保険・共済非加入者の区分では、「50 万円未満」の比率（27.9％）が

3割近くとなっており、「200 万～500 万円未満」の比率（17.8％）を上回っている。 

《参考》に平成 19 年国民生活基礎調査による世帯の貯蓄額の構成比率を示す。本調査で

は、被災時に使用できる額を尋ねているのに対し、国民生活基礎調査では貯蓄額全体を尋

ねているという違いがある。国民生活基礎調査の結果は、本調査と比較して高額の区分の

比率が高い。 

Ｑ69．地震による被災時など、いざというときに使える預貯金等の額について、お答えください 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

12.2

18.1

12.2

16.0

12.3

15.9

27.9

11.1

12.4

11.1

12.6

8.5

10.5

14.0

14.8

12.7

14.8

12.7

15.6

10.4

12.3

21.0

23.0

21.5

23.9

22.5

17.8

17.0

15.1

17.0

15.7

16.1

18.0

11.5

7.6

7.4

7.6

7.5

9.6

7.9

4.4

3.7

4.4

3.7

5.4

4.8

2.3

8.8

8.3

8.8

8.8

7.6

8.8

23.0

5.9 7.0

1.1

0.8

1.3

1.2

1.5

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満　 50万～100万円未満　

100万～200万円未満　 200万～500万円未満　

500万～1,000万円未満　 1,000万～1,500万円未満　

1,500万～2,000万円未満 2,000万円以上

無回答　

 

《参考》平成 19 年国民生活基礎調査による世帯の貯蓄額 

平成19年国民生活基礎調査 7.6 15.9 16.8 9.3 5.0 15.5 10.016.3 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満　 50万～100万円未満　

100万～200万円未満　 200万～500万円未満　

500万～1,000万円未満　 1,000万～1,500万円未満　

1,500万～2,000万円未満 2,000万円以上

不詳
 



16 

（８）世帯の年収 

 

世帯の年収について、地震保険加入者では、「500 万円未満」の比率（31.1％）が最も高

く 3割強、次いで「500 万円～700 万円未満」（25.2％）、「700 万円～1,000 万円未満」（23.7％）

が 2 割台半ばとなっている。地震保険非加入者でもこの順番は同じであるが、「500 万円未

満」（42.6％）が 4割強となっており、加入者よりも低額の回答比率が高い傾向が見られる。 

詳細な区分別にみると、保険・共済非加入者の区分では、他の区分よりも「500 万円未満」

の比率が高く、5割以上となっている。 

《参考》に平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）（総務省統計局）による世帯

の年間収入を示す。この統計による年間収入では「500 万円未満」（57.6％）が 6 割程度を

占めており、本調査結果の方が、全体的に高所得世帯の構成割合が高い。 

Ｑ70．あなたの世帯の年収について、お答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

31.1

42.6

31.1

39.2

36.0

42.4

56.1

25.2

24.1

25.2

25.0

23.9

26.7

20.5

23.7

19.4

23.7

20.5

24.4

19.2

13.9

8.8

13.2

9.8

11.3

7.7

3.4

2.3

3.4

2.5

2.7

2.8

1.5

0.6

5.4

13.2

1.3

0.7

1.0

1.5

2.3

1.4

2.3

1.3

0.7

1.6

1.2

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

500万円未満　 500万～700万円未満　

700万～1,000万円未満　 1,000万～1,500万円未満　

1,500万～2,000万円未満　 2,000万円以上

無回答

 
《参考》平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）による世帯の年間収入 

平成20年住宅・土地統計調査（速

報）による普通世帯
13.0 5.20.76.857.6 15.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

500万円未満　 500万～700万円未満　

700万～1,000万円未満　 1,000万～1,500万円未満　

1,500万～2,000万円未満　 2,000万円以上

不詳  
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３．居住する住居建物の属性 

（１）住居建物の建て方 

 

居住住宅の建て方について、地震保険加入者と非加入者の間に大きな違いはない。 

詳細な区分では、共済加入者（地震担保）の区分において、「一戸建て・長屋建て」の比

率が他の区分よりも高くなっている。一方、保険・共済非加入者の区分では、「共同住宅」

の比率が他の区分よりも高い。 

《参考》に平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）による住宅の建て方の構成比

率を示す。この統計と本調査結果による地震保険加入者、非加入者の住宅の建て方はおお

むね整合している。共済加入者（地震担保）は、住宅・土地統計調査による住居建物の建

て方と比較してやや一戸建て・長屋建ての比率が高く、保険・共済非加入者はその比率が

小さい。 

Ｑ57．あなたのお住まいの形態をお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

60.5

59.6

60.5

62.6

75.1

62.8

42.7

40.4

37.4

37.2

57.3

24.9

39.5

39.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て・長屋建て 共同住宅

 
《参考》平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）による住宅の建て方 

平成20年住宅・土地統計調査（速

報）による住宅
41.858.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て・長屋建て 共同住宅  
＊住宅の建て方「その他」を除いて集計した。 
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（２）住居建物の所有の形態 

 

住居建物の所有の形態については、地震保険加入者の「持ち家」の比率（85.2％）は地

震保険非加入者の比率（66.7％）よりも 20％近く高く、「賃貸住宅」の比率（14.8％）は半

分以下となっている。 

詳細な区分をみると、地震を担保する保険・共済加入者の区分では「持ち家」の比率（8

割超）が高く、地震を担保しない保険・共済加入者の「持ち家」の比率（7割前後）がそれ

に次ぐ。保険・共済非加入者の「持ち家」の比率（44.2％）はもっとも低い。 

《参考》に平成 20 年住宅・土地統計調査による住宅の所有の関係の構成比率を示す。こ

の統計と比較すると、本調査結果による地震保険加入者および共済加入者（地震担保）は

「持ち家」の比率が高く、保険・共済非加入者はその比率が低い。 

Ｑ57．あなたのお住まいの形態をお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

85.2

66.7

85.2

71.7

83.6

67.7

44.2

33.3

28.3

32.3

55.8

14.8

14.8

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家 賃貸住宅

 
《参考》平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）による住宅の所有の関係 

平成20年住宅・土地統計調査（速

報）による住宅
36.963.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家 賃貸住宅  
＊住宅の所有の関係「不詳」を除いて集計した。 
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（３）住居建物の構造 

 

地震保険加入者の「木造」の比率（46.2％）は地震保険非加入者の比率（52.3％）より

も低く、その差は 6％程度である。 

詳細な加入状況区分を見ると、「木造」の比率が最も高い区分は、共済加入者（地震担保）

である（65.7％）。一方、「木造」の比率が最も低い区分は、保険・共済非加入者である（39.2％）。 

《参考》に住宅・土地統計調査による住宅の構造の構成比率、および平成 20 年度末地震

保険統計による建物・家財別の構造比率を示す。住宅・土地統計調査と比較すると、本調

査結果による地震保険加入者および保険・共済非加入者は「非木造」の比率が高い。《参考》

に示した地震保険統計の住宅の構造比率では、目的を家財とする契約の住宅の構造は、建

物を目的とした契約と比較すると「ロ構造（主に木造）」の比率が高い。 

Ｑ60．あなたの住んでいる住居建物の構造をお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

46.2

52.3

46.2

54.2

65.7

57.7

39.2

51.8

44.0

51.8

42.7

32.6

40.5

54.0

2.0

3.7

2.0

3.1

1.7

1.8

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

木造 非木造 わからない  
＊「木造」はアンケート回答における「在来木造」「木質プレハブ造またはツーバイフォー（枠組壁工法）」「木造（詳

細はわからない）」の合計、「非木造」は「鉄骨造、鉄骨プレハブ造」「鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリー

ト造」「非木造（詳細はわからない）」の合計 

《参考》平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）および地震保険統計による住居建物の構造 

平成20年住宅・土地統計調査（速

報）による住宅
40.8 0.358.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

木造 非木造 その他

 

平成20年度末地震保険統計による

目的件数（建物）

平成20年度末地震保険統計による

目的件数（家財）

45.4

56.7

54.6

43.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロ構造（主に木造） イ構造（主に非木造）
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（４）住居建物の建築時期 

 

地震保険加入者の住居建物の建築時期は、非加入者の住居建物と比較して全体的に新し

い建築時期の構成比率が高く、「平成 11 年以降」の比率は 36.1％で、地震保険非加入者の

「平成 11 年以降」の比率は 24.9％である。 

詳細な区分をみると、「平成 11年以降」の構成比率が高い順に、地震保険加入者（36.1％）、

火災保険のみ加入者（27.4％）、共済加入者（地震担保）（25.2％）、共済加入者（地震不担

保）（22.0％）、保険・共済加入者（18.1％）となっている。 

《参考》に平成 20 年住宅・土地統計調査による住宅の建築の時期の構成比率を示す。昭

和 56 年以降の比率（65.4％）について、地震保険加入者（81.0％）や火災保険のみ加入者

（78.6％）は、住宅・土地統計調査より高く、共済加入者（地震担保）（69.9％）や共済加

入者（地震不担保）（70.2％）、保険・共済加入者（63.9％）は同程度の結果となっている。 

Ｑ61．あなたの住んでいる住居建物の建築時期をお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

4.8

3.9

5.6

6.4

5.2

6.7

6.5

10.0

12.4

15.6

12.4

13.2

18.6

19.5

20.6

18.0

14.5

17.8

16.7

16.6

19.6

30.4

31.4

30.4

33.4

28.0

31.6

26.2

36.1

24.9

36.1

27.4

25.2

22.0

18.1

2.7

3.7

2.7

3.0

3.9

3.9

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和35年以前 昭和36～45年 昭和46～55年

昭和56～63年 平成元年～10年 平成11年以降

 
《参考》平成 20 年住宅・土地統計調査（速報集計結果）による住宅の建築の時期 

（注）上表と建築年代の集計区分が一部異なる。 

平成20年住宅・土地統計調査（速

報）による住宅
19.5 21.6 25.1 18.76.6 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和35年以前 昭和36～45年 昭和46～55年

昭和56～平成２年 平成３年～平成12年 平成13年以降  
＊住宅の建築の時期「不詳」を除いて集計した。 
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（５）住居建物を購入する際の住宅ローンの状況 

① 住宅ローンの返済状況 

 

持ち家に居住している人に、住宅購入の際に利用した住宅ローンについて尋ねた結果に

ついて、まず、ローンの返済状況について集計した。 

地震保険加入者の「住宅ローンの返済中」の比率（52.8％）は、非加入者のそれ（39.9％）

と比較して高い。本節（４）住居建物の建築時期で示されているように、新しい住宅が多

いことが一因と考えられる。 

詳細な区分をみると、「住宅ローンの返済中」の比率が高い順に、地震保険加入者（52.8％）、

火災保険のみ加入者（44.6％）、共済加入者（地震担保）（36.6％）、共済加入者（地震不担

保）（31.4％）、保険・共済加入者（23.0％）となっており、本節（４）住居建物の建築時

期の分布と整合している。 

 

【Q57（住居建物の形態）で「一戸建て（長屋含む）・持ち家」「共同住宅（マンション等）・持ち家」と回答した人に】 

Ｑ64．あなたの住んでいる住居建物を購入する際、融資（住宅ローン）を受けましたか。（いくつでも選ん

でください） 

 ●住宅ローンの返済状況 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,111)

地震保険非加入者 (6,003)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,111)

火災保険のみ加入者 (4,116)

共済加入者（地震担保） (590)

共済加入者（地震不担保） (490)

保険・共済非加入者 (807)

52.8

39.9

52.8

44.6

36.6

31.4

23.0

32.0

32.0

37.7

43.5

38.4

15.1

21.8

15.1

17.7

25.1

25.1

38.5

38.3

38.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅ローンの返済中 住宅ローンの返済終了 住宅ローンの借入れなし
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② 住宅ローンの融資機関 

 

次に、住宅ローンの返済中あるいは返済が終了した回答者について、ローンの融資元の

機関を集計した。 

地震保険加入者は「銀行や信託銀行、または住宅金融公庫等の各種公庫・機構から融資

を受けた」の比率（78.6％）が、非加入者（69.5％）と比較してやや高いものの、両者の

融資機関の比率に大きな違いは見られない。 

詳細な区分別に見ると、保険に加入している者は「銀行や信託銀行、または住宅金融公

庫等の各種公庫・機構から融資を受けた」の比率が、共済の加入者や保険・共済非加入者

よりも高い傾向が見られる。また、共済加入者（地震担保）は「農協や漁協から融資を受

けた」の比率が 13.4％と、他の区分の 3～4倍程度と高い。共済の加入者は「労働金庫、信

用金庫、信用協同組合等、上記以外の機関から融資を受けた」の比率が 17％程度であり、

他の区分よりも高い比率となっている。 

 

【Q57（住居建物の形態）で「一戸建て（長屋含む）・持ち家」「共同住宅（マンション等）・持ち家」と回答した人に】 

Ｑ64．あなたの住んでいる住居建物を購入する際、融資（住宅ローン）を受けましたか。（いくつでも選ん

でください） 

 ●住宅ローンの融資機関 

銀行や信託銀行、または住宅金融公庫等

の各種公庫・機構から融資を受けた。

農協や漁協から融資を受けた。

労働金庫、信用金庫、信用協同組合等、

上記以外の機関から融資を受けた。

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

78.6

2.7

10.0

75.1

2.7

10.3

55.4

13.4

17.1

63.7

3.9

17.6

54.8

4.0

9.5

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=5,111）

火災保険のみ加入者（n=4,116）

共済加入者（地震担保）（n=590）

共済加入者（地震不担保）（n=490）

保険・共済非加入者（n=807）

78.6

2.7

10.0

69.5

4.0

11.5

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=5,111）

地震保険非加入者（n=6,003）

 
＊住宅金融公庫は現 独立行政法人住宅金融支援機構 
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（６）住宅性能評価制度に基づく住居建物の耐震性 

 

地震保険加入者は、「耐震等級Ⅰ以上（構造躯体の倒壊等防止）」（6.8％）や「耐震等級

Ⅰ以上（構造躯体の損傷防止）」（3.6％）とする回答の比率が非加入者と比較すると高い。

地震保険加入者・非加入者によらず「わからない」の比率は 6 割台半ばとなっており、他

の回答の比率よりも顕著に高い。 

詳細な区分をみると、「住宅性能評価を受けていない」の比率は、共済加入者（地震担保）、

共済加入者（地震不担保）が高く、それぞれ 36.1％と 35.8％となっている。いずれの区分

においても最も比率が高いのは「わからない」という回答であり、最大で 73.1％（保険・

共済非加入者）となっている。 

Ｑ65．あなたの住居建物は住宅性能評価（住宅性能表示制度）を受けていますか。受けている場合は、耐

震等級や免震建築物かどうかについてもお答えください。（２つまで選んでください） 

耐震等級Ⅰ以上（構造躯
体の倒壊等防止）

耐震等級Ⅰ以上（構造躯
体の損傷等防止）

免震建築物である

住宅性能評価を受けてい
ない

わからない

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

6.8

3.6

4.2

23.2

65.3

2.4

1.3

2.9

29.1

65.4

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=6,000）

地震保険非加入者（n=9,000）

6.8

3.6

4.2

23.2

65.3

2.6

1.3

3.1

29.2

64.8

3.5

1.8

4.5

36.1

55.5

2.6

1.9

1.8

35.8

59.8

1.0

0.7

2.1

23.5

73.1

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=6,000）

火災保険のみ加入者（n=5,743）

共済加入者（地震担保）（n=706）

共済加入者（地震不担保）（n=724）

保険・共済非加入者（n=1,827）
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４．地震危険に対する意識等 

４－１．地震危険に対する意識 

（１）大地震発生の可能性 

① 大地震発生の可能性の意識 

 

地震保険加入者は、非加入者と比較して「起こると思う」とする回答の比率が 10％程度

高い。「起こると思う」「もしかしたら起こると思う」を合わせると、地震保険加入者と非

加入者いずれも 8割前後となっている。 

詳細な区分をみると、「起こると思う」とする回答の比率は、地震保険加入者が最も高く、

その他の区分には大きな違いは見られない。保険・共済非加入者は、起こらないと思うと

する回答の比率が他の区分と比較するとやや高く、5.0％となっている。 

 

Ｑ１．近い将来、あなたが住んでいる地域で大地震が起こると思いますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

32.9

23.8

32.9

23.1

28.0

22.8

25.0

50.9

52.1

50.9

52.6

52.1

53.5

49.9

8.8

13.1

13.9

11.3

12.4

11.6

3.8

3.5

3.7

5.0

7.2

7.0

7.6

8.5

8.8

2.0

2.0

2.8

5.5

5.5

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起こると思う もしかしたら起こると思う

おそらく起こらないと思う 起こらないと思う

どちらとも言えない・わからない
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《参考》には、大地震発生の可能性の意識に関する過去の調査結果（損害保険料率算出

機構，2004 および損害保険料率算定会，1999）を示す。過去 2 回の調査は、持ち家の世帯

のみを対象として行っている。毎回、回答者の区分に違いはあるが、「起こると思う」の比

率に毎回増加がみられること、「どちらとも言えない・わからない」の比率が毎回減少して

いることなどを、大きな特徴として挙げることができる。 

《参考》過去の調査による大地震発生の可能性の意識 

 ●本調査結果を持ち家世帯に限定して集計（平成 21 年 5-6 月調査） 

(n)

地震保険加入者

（持ち家世帯のみ）
(5,111)

火災保険のみ加入者

（持ち家世帯のみ）
(4,116)

共済加入者（地震担保）

（持ち家世帯のみ）
(590)

共済加入者（地震不担保）

（持ち家世帯のみ）
(490)

保険・共済非加入者

（持ち家世帯のみ）
(807)

32.4

21.3

26.9

20.8

22.4

51.0

51.8

52.7

52.4

47.8

8.9

15.8

11.5

14.5

13.1

2.1

3.8

2.5

3.9

6.3

5.7

7.2

6.3

8.4

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起こると思う もしかしたら起こると思う

おそらく起こらないと思う 起こらないと思う

どちらとも言えない・わからない

 

 ●平成 15 年 9 月調査 

地震保険加入者（持ち家世帯の

み）
(1,435)

火災保険のみ加入者（持ち家世帯

のみ）
(961)

損保未加入者（持ち家世帯のみ） (965)

24.0

17.9

18.2

47.9

41.1

41.5

8.8

14.8

13.8

3.9

5.7

6.5

15.0

20.2

19.1

0.5

0.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起こると思う もしかしたら起こると思う

おそらく起こらないと思う 起こらないと思う

どちらとも言えない・わからない 不明
 

 ●平成 11 年 1 月調査 

地震保険加入者（持ち家世帯の

み）
(1,485)

地震保険非加入者（持ち家世帯の

み）
(1,423)

15.5 46.2

43.0

9.3

13.8

4.3

6.5

24.5

25.9

0.3

0.310.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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次に、大地震発生の可能性の意識に関する都道府県別の集計結果を示す。平均点は、「起

こると思う」を 2点、「もしかしたら起こると思う」を 1点、「おそらく起こらないと思う」

《参考》都道府県別集計 

地震保険

加入者

(n)

地震保険

非加入者

(n)

北海道 (263) (469)

青森 (39) (106)

岩手 (28) (97)

宮城 (139) (138)

秋田 (23) (82)

山形 (22) (76)

福島 (51) (141)

茨城 (103) (196)

栃木 (60) (138)

群馬 (42) (149)

埼玉 (333) (482)

千葉 (347) (404)

東京 (949) (961)

神奈川 (561) (611)

新潟 (66) (157)

富山 (23) (73)

石川 (35) (78)

福井 (21) (51)

山梨 (39) (57)

長野 (43) (160)

岐阜 (91) (122)

静岡 (181) (235)

愛知 (491) (419)

三重 (86) (120)

滋賀 (42) (89)

京都 (100) (199)

大阪 (463) (645)

兵庫 (201) (421)

奈良 (55) (99)

和歌山 (42) (75)

鳥取 (18) (43)

島根 (15) (55)

岡山 (63) (142)

広島 (149) (203)

山口 (53) (117)

徳島 (34) (56)

香川 (47) (67)

愛媛 (60) (115)

高知 (39) (60)

福岡 (266) (359)

佐賀 (19) (60)

長崎 (29) (123)

熊本 (78) (127)

大分 (40) (90)

宮崎 (48) (89)

鹿児島 (78) (137)

沖縄 (25) (107)

平均点

-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

地震保険加入者 地震保険非加入者
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を-1 点、「起こらないと思う」を-2 点、「どちらとも言えない・わからない」を 0点とした

平均点である。宮城県沖地震、東海・東南海・南海地震に関連の深い、宮城県や静岡県以

西の太平洋側の各県では、平均点が高くなっている。多くの都道府県で地震保険加入者の

方が、非加入者よりも平均点が高く、大地震発生の可能性についての意識が高いことがわ

かる。 

 

② 大地震発生の可能性が低いと考える理由 

 

大地震が「おそらく起こらないと思う」および「起こらないと思う」と回答した理由に

ついて質問したところ、「特に理由はないが、起きないと思うから」との回答が最も多く、

いずれの区分においても 4割前後の比率となった。次いで、「過去に地震が発生していない

から」という回答が 25％～30％程度となっている。 

 

【Q1（近い将来、居住地域での大地震の可能性）で「おそらく起こらないと思う」「起こらないと思う」と回答した人に】 

Ｑ２．近い将来、あなたが住んでいる地域で大地震が「おそらく起こらないと思う」「起こらないと思う」

理由は何ですか。（いくつでも選んでください） 

過去地震が発生していないから

最近大きな地震が発生したため、しばらくは地震が
起きないと思うから

今後30年間で地震が発生する確率が低いと聞いてい
るから

特に理由はないが、起きないと思うから

その他

【地震保険加入状況別（詳細）】

24.1

14.0

19.8

43.2

6.2

29.2

14.2

19.3

38.8

5.9

31.0

15.0

20.0

37.0

5.0

31.6

13.7

16.2

35.0

10.3

30.7

15.2

11.2

43.9

5.3

0 10 20 30 40 50 60

（％）

地震保険加入者（n=648）

火災保険のみ加入者（n=999）

共済加入者（地震担保）（n=100）

共済加入者（地震不担保）（n=117）

保険・共済非加入者（n=303）
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《参考》地震保険の付帯率と大地震の発生の意識との関係 

20

40

60

80

0 20 40 60 80 100

大地震が「起こると思う」または「もしかしたら起こると思う」
という回答の割合　（％）

平
成

2
0
年

度
 付

帯
率

　
（

％
）

大地震が「起こると思う」

大地震が「起こると思う」「もしかしたら起こると思う」

 

都道府県別 付帯率と大地震の発生の意識との関係 

（注１）付帯率は平成 20 年度中に契約された火災保険契約（住宅物件）に地震保険契約が付帯された割合 

（注２）「起こると思う」および「起こると思う」「もしかしたら起こると思う」の割合は全サンプル（n=15,000）

を用いて算出した。 

 

 

都道府県別 付帯率と大地震の発生の意識との関係（グラフの基データ） 

都 道 府 県 平成20年度 付帯率
（％）

「起こると思う」の
割合（％）

「起こる と思 う」
「もしかしたら起こ
ると思う 」の 割合
（％）

都 道 府 県 平成20年度 付帯率
（％）

「起こると思う」の
割合（％）

「起こる と思 う」
「もしかしたら起こ
ると思う 」の 割合
（％）

北 海 道 42.9 15.3 65.4 三 重 県 56.1 40.8 89.8

青 森 県 42.6 22.1 76.6 滋 賀 県 38.0 24.4 87.8

岩 手 県 38.8 34.4 87.2 京 都 府 33.4 26.1 80.9

宮 城 県 62.9 75.8 97.5 大 阪 府 44.0 26.1 82.3

秋 田 県 44.2 19.0 75.2 兵 庫 県 36.8 18.6 72.0

山 形 県 37.2 17.3 70.4 奈 良 県 44.1 18.8 78.6

福 島 県 37.1 9.9 65.1 和 歌 山 県 46.9 40.2 92.3

茨 城 県 40.6 20.1 74.9 鳥 取 県 45.5 8.2 70.5

栃 木 県 37.9 12.1 62.6 島 根 県 38.3 7.1 61.4

群 馬 県 31.4 11.0 59.2 岡 山 県 37.7 7.8 53.7

埼 玉 県 42.4 24.8 81.8 広 島 県 53.1 9.4 66.5

千 葉 県 43.2 30.4 86.3 山 口 県 41.4 5.3 54.1

東 京 都 43.4 36.7 86.9 徳 島 県 58.0 45.6 88.9

神 奈 川 県 45.6 34.2 87.7 香 川 県 48.4 25.4 84.2

新 潟 県 47.3 28.3 78.5 愛 媛 県 49.1 40.0 86.9

富 山 県 33.0 4.2 56.3 高 知 県 72.6 63.6 92.9

石 川 県 38.0 15.0 62.8 福 岡 県 48.5 15.4 71.2

福 井 県 38.4 20.8 76.4 佐 賀 県 32.8 16.5 55.7

山 梨 県 50.9 34.4 83.3 長 崎 県 27.1 8.6 51.3

長 野 県 30.7 22.7 77.8 熊 本 県 46.3 9.8 57.6

岐 阜 県 58.4 33.8 85.4 大 分 県 43.8 18.5 73.1

静 岡 県 49.6 54.1 90.9 宮 崎 県 59.8 22.6 81.0

愛 知 県 63.3 40.2 89.1 鹿 児 島 県 59.9 13.0 68.4

沖 縄 県 35.9 10.6 56.1  
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火災保険への地震保険の付帯率と大地震の発生の意識との関係をみると、大地震が発生

する可能性が高いと考えている世帯の割合（横軸）と付帯率（縦軸）の関係には正の相関

がみられる。 
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（２）地震による被害の可能性 

① 住居建物への被害 

 

大地震が起こったと仮定したとき、自分の「住居建物」に被害があるかについて、「住め

なくなるほど被害が出ると思う」「かなり被害が出ると思う」「多少の被害が出ると思う」

をあわせた『被害が出る（計）』は、地震保険加入者（93.0％）で 9割台半ば、地震保険非

加入者（91.0％）で 9 割強と、地震保険の加入状況に関係なく大半が「住居建物」に何ら

かの被害が出ると考えている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、『被害が出る（計）』はいずれの地震保険非加

入者でも 9割前後を占めているが、共済加入者（地震担保）（93.3％）で最も高く、保険・

共済非加入者（89.8％）で最も低い。 

 

Ｑ３．仮に、あなたの住んでいる地域で大地震が起こったとします。その時、あなたの「住居建物」に被害

はあると思いますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

8.3

9.2

8.3

8.1

8.2

10.2

12.5

43.6

40.8

43.6

39.6

47.3

41.2

41.6

41.1

41.0

41.1

43.2

37.8

40.3

35.7

5.7

4.7

5.9

4.5

5.7

5.4 4.8

4.7

2.6

2.1

3.2

2.3

3.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住めなくなるほど被害が出ると思う かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない
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《参考 1》には過去の調査結果を示す。「住めなくなるほど（居住不能になるほど）被害

が出ると思う」の比率は、減少傾向にある。 

 

《参考 1》過去の調査による住居建物への被害の意識 

 ●本調査結果を持ち家世帯に限定して集計（平成 21 年 5-6 月調査） 

(n)

地震保険加入者

（持ち家世帯のみ）
(5,111)

火災保険のみ加入者

（持ち家世帯のみ）
(4,116)

共済加入者（地震担保）

（持ち家世帯のみ）
(590)

共済加入者（地震不担保）

（持ち家世帯のみ）
(490)

保険・共済非加入者

（持ち家世帯のみ）
(807)

7.9

6.9

8.0

9.0

10.9

42.7

37.9

48.0

39.4

40.6

41.9

45.1

36.8

42.0

35.4

5.0

6.9

5.3

7.6

7.4

2.4

3.3

2.0

2.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住めなくなるほど被害が出ると思う かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない

 

 ●平成 15 年 9 月調査 

地震保険加入者（持ち家世帯の

み）
(1,435)

火災保険のみ加入者（持ち家世帯

のみ）
(961)

損保未加入者（持ち家世帯のみ） (965)

9.2

8.9

11.2

41.9

35.6

37.3

37.9

41.6

40.2

6.1

7.8

5.1

4.9

5.9

6.0 0.2

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住不能になるほど被害が出ると思う かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない 不明
 

 ●平成 11 年 1 月調査 

地震保険加入者（持ち家世帯の

み）
(1,485)

地震保険非加入者（持ち家世帯の

み）
(1,423)

15.8 46.7

47.9

29.3

28.4

4.6

4.3

3.8

3.715.6 0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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《参考 2》には住居建物の構造・建て方・階数別に集計した結果を示す。木造住宅（共同

住宅）の区分では、大きな被害を予測する回答の比率が高く、非木造住宅（戸建住宅）の

区分では、被害が少ないという回答の比率が高い。 

さらに、非木造住宅（共同住宅）については、建物の階数別の集計結果を示した。階数

が高い住宅になるにつれ、大きな被害の回答の比率が低く、小さい被害を予測する回答の

比率が高くなる傾向が見られる。 

 

《参考 2》住居建物への被害の意識を住居建物の構造・建て方・階数別に集計 

【住宅の構造・建て方別】 (n)

木造住宅（戸建住宅） (6,994)

木造住宅（共同住宅） (486)

非木造住宅（戸建住宅） (1,837)

非木造住宅（共同住宅） (5,235)

【非木造住宅（共同住宅）の階数別】

１～２階建 (480)

３～５階建 (1,884)

６～１０階建 (1,536)

１１～１４階建 (943)

１５～２０階建 (278)

２１階建以上 (114)

【構造不明を除く全サンプル】
(n=14,552)

10.4

17.3

4.4

7.3

10.2

9.6

5.4

4.9

6.5

44.3

50.6

35.3

40.1

47.9

41.9

39.0

37.8

34.5

24.6

38.0

27.0

47.6

44.8

37.3

42.0

47.2

48.4

48.2

51.8

4.5

10.3

4.0

5.0

6.5

8.6

16.72.6

2.1

2.1

5.1

2.9

3.1

2.4

2.8

2.5

2.4

3.4

2.5

2.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住めなくなるほど被害が出ると思う かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない  
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《参考 3》には住居建物の構造・建築年代別に集計した結果を示す。木造・非木造を問わ

ず、住居建物の建築年代が新しくなるにつれ、大きな被害の回答の比率が低く、小さい被

害を予測する回答の比率が高くなる傾向が顕著に見られる。 

《参考 3》住居建物への被害の意識を住居建物の構造・建築年代別に集計 

【木造住宅・建築年代別】 (n)

昭和３５年以前 (419)

昭和３６～４５年 (526)

昭和４６～５５年 (1,196)

昭和５６～６３年 (1,262)

平成元年～１０年 (2,159)

平成１１年以降 (1,918)

【非木造住宅・建築年代別】

昭和３５年以前 (71)

昭和３６～４５年 (267)

昭和４６～５５年 (904)

昭和５６～６３年 (1,155)

平成元年～１０年 (2,335)

平成１１年以降 (2,340)

【構造不明を除く全サンプル】
(n=14,552)

27.9

24.3

19.2

10.5

5.7

4.4

18.3

15.7

11.1

5.8

4.1

49.2

50.2

50.1

48.9

45.6

35.0

47.9

47.9

48.9

47.4

37.2

31.1

18.6

20.5

26.4

36.0

40.9

49.4

26.8

31.5

34.6

39.2

48.5

52.1

4.4

4.3

5.6

10.1

6.3

2.6

1.8

4.2

2.6

3.3

8.3

1.7

2.2

3.5

2.6

3.0

1.7

3.2

2.5

2.5

2.9

2.8

2.2

2.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住めなくなるほど被害が出ると思う かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない
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② 住居建物への被害がないと考える理由 

 

大地震が起きた場合の住居建物への被害の可能性について、「ほとんど被害がないと思

う」と回答した理由について質問したところ、「住居建物の耐震性が十分に高い」との回答

が最も多く、いずれの区分においても 5 割以上の比率となった。なかでも地震保険加入者

の比率が高い。地震保険加入者について、「住居建物が新しい」という理由を挙げているも

のが 47.9％と、他の区分よりも高くなっている反面、「居住地域の地盤がよい」を理由に挙

げているものが 29.1％と他の区分よりも低くなっている点が特徴的である。 

 

【Q3（大地震が起きた場合の住居建物への被害の可能性）で「ほとんど被害がないと思う」と回答した人に】 

Ｑ４．住居建物に「ほとんど被害がないと思う」理由は何ですか。（いくつでも選んでください） 

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）が十分高い

住居建物が新しい

居住地域の地盤がよい

その他

【地震保険加入状況別（詳細）】

77.0

47.9

29.1

2.5

65.0

35.9

34.1

5.9

50.0

40.6

50.0

-

58.5

29.3

34.1

7.3

58.6

26.3

43.4

6.1

0 20 40 60 80

（％）

地震保険加入者（n=282）

火災保険のみ加入者（n=337）

共済加入者（地震担保）（n=32）

共済加入者（地震不担保）（n=41）

保険・共済非加入者（n=99）
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③ 家財への被害 

 

家財への被害についても、①住居建物への被害と同傾向の結果となっている。「生活でき

なくなるほど被害が出ると思う」「かなり被害が出ると思う」「多少の被害が出ると思う」

をあわせた『被害が出る（計）』は、地震保険加入者（95.4％）、地震保険非加入者（93.5％）

共に 9 割台半ばと、地震保険の加入状況に関係なく大半が「家財」に何らかの被害が出る

と考えている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、『被害が出る（計）』はいずれの地震保険非加

入者でも 9割以上を占めているが、共済加入者（地震担保）（96.3％）で最も高く、保険・

共済非加入者（91.8％）で最も低い。 

Ｑ５．仮に、あなたの住んでいる地域で大地震が起こったとします。その時、あなたの「家財」に被害は

あると思いますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

8.5

8.1

8.5

7.3

7.2

8.4

10.9

48.0

44.1

48.0

43.8

50.1

45.7

41.8

38.9

41.3

38.9

42.5

39.0

40.3

39.1

3.9

2.9

4.1

2.1

3.7

4.4

2.9

3.8

1.8

1.6

2.3

1.9

2.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活できなくなるほどの被害が出ると思う

かなり被害が出ると思う

多少の被害が出ると思う

ほとんど被害がないと思う

どちらとも言えない・わからない
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４－２．地震危険に対する備え 

（１）地震危険に対する備え 

 

地震保険加入者は、「土地や住居の購入・入居時に地盤や地形を考慮した」（18.2％）、「住

居建物の建築・購入・入居時に建物の構造・工法を考慮した（耐震構造等）」（31.2％）な

どの項目において、地震に対する備えを行っているという回答が他の区分と比較して高い。

住居建物の耐震性の考慮や、家財の転倒防止、緊急時の連絡先等の確認、非常持ち出し品

の準備は、比較的実施率が高く、回答者の区分によらず 4～5世帯に 1世帯の割合で実施さ

れている。保険・共済非加入者については、備えの実施率がいずれも他の区分よりも低く、

「特になし」の比率は他の区分と比較して顕著に高い。 

Ｑ６．大地震に対する備えとして、あなた（あなたの世帯）がしたこと、あるいは、していることは何で

すか。（いくつでも選んでください） 

土地や住居の購入・入居時に地盤や地形を考慮した

住居建物の建築・購入・入居時に建物の構造・工法

を考慮した（耐震構造等）

住居建物の耐震診断を受けた

住居建物の耐震改修（補強）工事をした

地震保険または共済へ加入した

家具類の固定による転倒防止措置や配置変更を行っ

た

緊急時の連絡先・避難先の確認

非常持ち出し品の準備

その他

特になし

【地震保険加入状況別（詳細）】

18.2

31.2

7.1

3.8

81.8

32.2

27.1

32.5

1.0

7.1

14.0

21.3

4.6

2.5

4.9

25.4

25.8

27.8

1.1

35.7

14.3

22.1

5.5

3.7

73.7

29.9

27.5

27.8

1.3

10.2

13.4

20.7

4.0

2.8

6.8

27.6

26.7

29.7

1.7

33.8

5.7

9.2

2.2

1.6

1.6

17.7

20.5

22.4

0.8

54.3

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=6,000）

火災保険のみ加入者（n=5,743）

共済加入者（地震担保）（n=706）

共済加入者（地震不担保）（n=724）

保険・共済非加入者（n=1,827）
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（２）復旧費用の工面の方法 

 

大地震で住居建物が住めなくなるほどの被害を受けたと仮定した場合、建物の再築や修

繕する費用をどのように工面するかについて質問した。地震を担保する保険や共済の加入

者（地震保険加入者、共済加入者（地震担保））は「地震保険・共済」（8～9 割）をその費

用の工面方法として挙げている比率が最も高い。「地震保険・共済」を除くと、「預貯金等

の取崩し」（6割前後）や「国・地方自治体の行政による支援を期待」（5割前後）の比率が

いずれの区分でも高い。 

 

Ｑ７．仮に、大地震であなたの住居建物が住めなくなるほどの被害を受けたとします。 

その場合、建物の再築や修繕する費用をどのようにして工面すると思いますか。 

主な工面方法として考えられるものをお選びください。（３つまで選んでください） 

預貯金等の取崩し

地震保険・共済

国・地方自治体の行政による支援を期待

義援金（義損金）を期待

親・兄弟・親類などの援助

金融機関などからの借入

会社などからの借入

その他

【地震保険加入状況別（詳細）】

57.9

88.3

47.8

7.3

6.7

17.1

2.9

1.7

64.5

13.6

52.6

13.3

14.3

26.9

5.1

4.5

61.9

81.2

47.2

7.1

7.5

21.0

3.5

1.8

66.9

16.4

55.8

13.8

13.1

25.6

5.0

5.8

56.2

6.8

51.8

17.1

17.0

15.7

4.4

7.2

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=6,000）

火災保険のみ加入者（n=5,743）

共済加入者（地震担保）（n=706）

共済加入者（地震不担保）（n=724）

保険・共済非加入者（n=1,827）
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（３）被災者生活再建支援法の認知度 

 

地震等の自然災害により大きな被害が生じた際、住居建物が全壊等の被害を受けた場合

に「被災者生活再建支援法」に基づいて費用補助を受けられる国の制度があることを知っ

ているかについて、「内容をよく知っている」「内容をだいたい知っている」「名前を知って

いる程度」を合わせた『知っている（計）』は、地震保険加入者（47.2％）で 5 割弱、地震

保険非加入者（41.0％）で 4 割強となっており、いずれも「知らない」が過半数を占める。 

地震保険非加入者について詳細にみると、『知っている（計）』は共済保険（地震担保）

（48.9％）で 5 割弱と他の地震保険非加入者よりも高く、保険・共済非加入者（35.5％）で

は 3 割台半ばにとどまっている。 

《参考》に、過去の被災経験の有無別に集計した結果を示す。被災経験がある方が、ま

たその被災程度が大きい方が、被災者生活再建支援法の認知度が高い傾向が見られる。 

Ｑ19．地震等の自然災害により大きな被害が生じた際、住居建物が全壊等の被害を受けた場合に最高 100

万円、さらにその住居建物の建て替えを行う場合等にその費用補助として追加で最高 200 万円の支

給が受けられるという「被災者生活再建支援法」に基づく国の制度があることを知っていますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

11.2

8.9

11.2

8.6

13.7

10.2

7.4

34.2

31.1

34.2

32.0

33.6

32.3

27.2

58.9

52.8

58.4

51.1

56.6

64.50.9

0.8

1.6

1.0

1.8

1.0

1.8 52.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容をよく知っている 内容をだいたい知っている

名前を知っている程度 知らない

 

《参考》過去の被災経験の有無別集計 

【過去の被災経験の有無別】 (n)

住居建物または家財に、修繕や買換えが

必要な程度の被害を受けたことがある
(646)

上記以外で、軽微な被害を含め、住居建

物または家財に被害を受けたことがある
(1,843)

被害を受けたことがない (12,511)

20.7

11.9

9.0

31.7

35.5

31.9

49.8

58.20.9

2.8

5.6 42.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－３．地震による被災の経験等 

（１）被災経験の有無 

 

今までに地震で何らかの被害を受けた経験があるかどうかについて、「住居建物または家

財に、修繕や買換えが必要な程度の被害を受けたことがある」「上記以外で、軽微な被害を

含め、住居建物または家財に被害を受けたことがある」を合わせた『被害を受けたことが

ある（計）』は、地震保険加入者（17.8％）の方が地震保険非加入者（15.9％）と比較して

わずかに高い。 

詳細な区分別にみると、共済加入者（地震担保）は『被害を受けたことがある（計）』

（19.8％）が他の区分よりも高くなっている。 

なお、保険や共済の加入状況はアンケート調査時点での加入状況であり、被災時点の加

入状況ではない。以降の設問についても同様である。 

Ｑ８．あなたは今までに、地震で何らかの被害を受けた経験がありますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

5.0

3.9

5.0

3.8

5.1

3.9

3.5

12.8

12.0

12.8

11.8

14.7

12.4

11.1

82.3

84.2

82.3

84.3

80.2

83.7

85.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住居建物または家財に、修繕や買換えが必要な程度の被害を受けたことがある

上記以外で、軽微な被害を含め、住居建物または家財に被害を受けたことがある

被害を受けたことがない
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（２）被害の内容 

 

どのような被害を受けたかについては、地震保険加入者では「家財の破損」（71.2％）が

最も高く 7割強、次いで「揺れによる住居建物の倒壊・破損」（38.6％）が 4割弱となって

いる。他の区分も同様の傾向にあり、「家財の破損」が最も高く 7割台半ば、次いで「揺れ

による住居建物の倒壊・破損」が 3割台半ばとなっている。 

 

【Q8（地震による被害経験の有無）で「住居建物または家財に、修繕や買換えが必要な程度の被害を受けたことがある」

「上記以外で、軽微な被害を含め、住居建物または家財に被害を受けたことがある」と回答した人に）】 

Ｑ９．どのような被害を受けましたか。（いくつでも選んでください） 

揺れによる住居建物の倒壊・破損

住居建物の火災

土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・破損

家財の破損

家族および自分自身のけが等

その他

【地震保険加入状況別（詳細）】

38.6

2.7

2.6

71.2

4.8

8.2

35.3

1.4

1.2

73.4

4.2

8.1

35.0

2.1

1.4

74.3

4.3

7.9

34.7

-

0.8

76.3

4.2

11.9

35.0

1.1

1.1

72.9

3.4

6.0

0 20 40 60 80 100

（％）

地震保険加入者（n=1,065）

火災保険のみ加入者（n=900）

共済加入者（地震担保）（n=140）

共済加入者（地震不担保）（n=118）

保険・共済非加入者（n=266）
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（３）被災した地震 

 

今までに地震で何らかの被害を受けた経験がある人に、どの地震によって被災したか尋

ねたところ、いずれの加入状況でも「平成 7年阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）」が最

も高く、地震保険加入者（43.9％）で 4 割台半ば、地震保険非加入者（49.8％）で 5 割弱

となっている。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ11．それは下記のどの地震によるものですか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (985)

地震保険非加入者 (1,327)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (985)

火災保険のみ加入者 (842)

共済加入者（地震担保） (130)

共済加入者（地震不担保） (107)

保険・共済非加入者 (248)

＊構成比率が3%以上の場合にのみグラフ中に値を記入

3.0

3.0

3.1

43.9

49.8

43.9

51.5

41.5

43.0

51.2

5.0

6.6

4.9

6.2

5.6

4.8

3.8

3.8

3.9

4.6

5.6

7.9

10.1

8.3

7.7

7.5

6.9

3.8

24.7

21.4

24.7

20.1

22.3

28.0

22.6

6.6 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成6年北海道南西沖地震

平成7年阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）

平成12年鳥取県西部地震

平成13年芸予地震

宮城県沖を震源とする地震（三陸南地震，平成15年5月26日発生）

宮城県北部を震源とする地震（平成15年7月26日発生）

平成15年十勝沖地震

平成16年新潟県中越地震

平成17年福岡県西方沖地震

平成19年能登半島地震

平成19年新潟県中越沖地震

平成20年岩手・宮城内陸地震

左記以外
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（４）り災証明の被害の程度 

 

今までに地震で何らかの被害を受けた経験がある人に、り災証明を受けた際の被害の程

度を尋ねた。地震保険加入者では、「一部損壊」（41.4％）、「無被害」（41.4％）が高く 4割

強、地震保険非加入者でも同様に「無被害」（43.8％）、「一部損壊」（38.8％）などが高く

なっている。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ12．その際、被災時に自治体から「り災証明」の発行を受けた場合は、その被害程度をお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (551)

地震保険非加入者 (681)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (551)

火災保険のみ加入者 (452)

共済加入者（地震担保） (53)

共済加入者（地震不担保） (48)

保険・共済非加入者 (128)

                                                               ＊「それ以外」「わからない」以外の回答を集計

6.0

6.5

6.0

5.8

5.7

10.4

7.8 8.6

38.8

41.4

39.2

49.1

31.3

35.9

41.4

43.8

41.4

44.0

37.7

43.8

45.3

2.2

2.9

2.9

2.5

5.7

2.1

2.3

8.8

8.3

8.3

8.5

1.9

12.5

41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全壊または全焼 大規模半壊 半壊または半焼 一部損壊 無被害
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（５）被災後の住居 

① 仮設住宅への入居経験 

 

地震で住宅建物に何らかの被害を受けた経験がある人に、被災後の住まいについて尋ね

た。まず、仮設住宅への入居経験の有無に着目して集計を行った。地震保険加入者は、わ

ずかに地震保険非加入者よりも仮設住宅への入居経験があるものの比率が高い。 

詳細な区分をみると、共済加入者（地震担保）および共済加入者（地震不担保）は、仮

設住宅への入居経験がある者の比率が他の区分よりも低い。いずれの区分でも「仮設住宅

入居経験なし」が 8～9 割以上を占める。 

 

 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」と回答した人に】 

Ｑ13．その際の、被災後のお住まいをお答えください。ご予定でも結構です。 

 ●仮設住宅への入居経験 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (436)

地震保険非加入者 (521)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (436)

火災保険のみ加入者 (331)

共済加入者（地震担保） (51)

共済加入者（地震不担保） (42)

保険・共済非加入者 (97)

13.1

10.6

13.1

11.8

5.9

2.4

12.4

86.9

89.4

86.9

88.2

94.1

97.6

87.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仮設住宅入居経験有り なし
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② 住宅の再建や修繕の状況 

 

次に、被災を受けた住居建物の再建や修繕の状況に着目して集計を行った。地震保険加

入者は、地震保険非加入者よりも「賃貸住宅に転居した」（4.4％）の比率が低く、「修繕が

必要なほどの被害を受けなかった」（27.3％）が高い。 

詳細な区分を見ても、地震保険加入者の「賃貸住宅に転居した」の比率は他の区分より

も低く、「修繕が必要なほどの被害を受けなかった」が高い傾向が見られる。また、共済加

入者（地震担保）や保険・共済非加入者は「別の住宅を購入、または建て替えた建物に居

住した」の比率が低い。一番高い比率を占めているのは、「修繕して同じ建物に居住した」

であり、いずれの区分においても 6割前後の比率となっている。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」と回答した人に】 

Ｑ13．その際の、被災後のお住まいをお答えください。ご予定でも結構です。 

 ●住宅の再建や修繕の状況 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (436)

地震保険非加入者 (521)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (436)

火災保険のみ加入者 (331)

共済加入者（地震担保） (51)

共済加入者（地震不担保） (42)

保険・共済非加入者 (97)

7.1

7.1

7.1

7.6

3.9

9.5

6.2

61.2

59.5

61.2

58.6

66.7

54.8

60.8

4.4

8.8

4.4

7.9

9.8

11.9

10.3

24.6

27.3

26.0

19.6

23.8

22.7

27.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別の住宅を購入、または建て替えた建物に居住した              

修繕して同じ建物に居住した

賃貸住宅に転居した

修繕が必要なほどの被害を受けなかった
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（６）住居建物の再建・修繕にかかった費用 

 

被災後、住宅建物を再建・修繕した人に、再建・修繕に要した費用を尋ねたところ、地

震保険加入者では「50 万円未満」（32.2％）が最も高く 3割強、次いで「50 万～200 万円未

満」（25.5％）が 2割台半ばとなっている。地震保険非加入者でも「50 万円未満」（38.6％）

が最も高く 4割弱、「50 万円～200 万円未満」（20.5％）がおよそ 2割で続いている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、共済加入者（地震担保）の「50 万円未満」

（16.7％）は他の区分の比率よりも低い。また、「50 万円～200 万円未満」について、共済

加入者（地震担保）（30.6％）、共済加入者、（地震不担保）（29.6％）で 3 割前後と、他の

地震保険非加入者よりも高くなっている。 

【Q13（被災後の住居）で「家主（大家）や工務店等に頼んで修繕を行い、同じ建物に居住した」「自分で修繕を行い、同

じ建物に居住した」「別に住宅を購入、または建て替えた建物に居住した」と回答した人に】 

Ｑ14．その際の住居建物や家財の被害の復旧や怪我の治療等に要した費用、賃貸住宅への転居にかかる初

期費用はどの程度ですか。（それぞれ１つ選んでください）  

Ｑ14-1．住居建物の再建・修繕 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (298)

地震保険非加入者 (347)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (298)

火災保険のみ加入者 (219)

共済加入者（地震担保） (36)

共済加入者（地震不担保） (27)

保険・共済非加入者 (65)

32.2

38.6

32.2

41.6

16.7

40.7

40.0

25.5

20.5

25.5

18.7

30.6

29.6

16.9

9.7

11.2

9.7

11.1

7.4

7.0

-

4.4

4.4

7.4

6.0

6.0

7.4

15.1

20.2

15.1

19.2

27.8

7.4

24.6

11.0

13.8

8.3

0.9

7.0

1.5

1.7

2.8

2.7

1.5

2.9

1.5

2.8

5.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満 50万～200万円未満 200万～500万円未満

500万～1,000万円未満 1,000万～2,000万円未満 2,000万円以上

わからない
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（７）賃貸住宅への転居にかかった費用 

 

被災後、賃貸住宅に転居した人に、賃貸住宅への転居に係る初期費用を尋ねた。「わから

ない」（23.1％）を除けば「50 万～100 万円未満」（20.0％）が最も比率が高く、「10 万～30

万円未満」（15.4％）や「30 万～50 万円未満」（15.4％）が次いで高い。「200 万円以上」（1.5％）

の費用を要した者の比率は低いが、「100 万～200 万円未満」（10.8％）が 1割程度存在する。 

【Q13（被災後の住居について）で「民間の賃貸住宅へ転居した」「公営、公団、公社の賃貸住宅へ転居した」と回答した

人に】 

Ｑ14．その際の住居建物や家財の被害の復旧や怪我の治療等に要した費用、賃貸住宅への転居にかかる初

期費用はどの程度ですか。（それぞれ１つ選んでください）  

Ｑ14-4．賃貸住宅への転居に係る初期費用（敷金、礼金、引越し代等） 

(n)

賃貸住宅への転居者全体 (65) 15.4 15.4 10.8 1.5 23.113.8 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10万円未満 10万～30万円未満 30万～50万円未満

50万～100万円未満 100万～200万円未満 200万円以上

わからない  
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（８）家財の購入や修理にかかった費用 

 

地震で家財が破損した人に、家財の購入・修理に要した費用を尋ねたところ、いずれの

加入状況でも「10 万円未満」が最も高く、地震保険加入者（51.8％）で 5 割強、地震保険

非加入者（58.5％）で 6割弱となっている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「10 万円未満」は共済加入者（地震不担保）

（64.4％）で 6 割台半ばと、他の地震保険非加入者と比べて高い。また、「10 万円～30 万

円未満」は、共済加入者（地震担保）（20.2％）でおよそ 2割と高くなっている。 

【Q9（被害内容）で「家財の破損」と回答した人に】 

Ｑ14．その際の住居建物や家財の被害の復旧や怪我の治療等に要した費用、賃貸住宅への転居にかかる初

期費用はどの程度ですか。（それぞれ１つ選んでください）  

Ｑ14-2．家財の購入・修理 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (755)

地震保険非加入者 (1,048)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (755)

火災保険のみ加入者 (661)

共済加入者（地震担保） (104)

共済加入者（地震不担保） (90)

保険・共済非加入者 (193)

51.8

58.5

51.8

58.2

50.0

64.4

61.1

15.1

11.1

15.1

10.9

20.2

7.8

6.1

6.1

3.8

7.8

6.2

7.7

2.9

-1.9

16.3

17.7

16.3

17.7

16.3

14.4

19.78.3

6.7

6.1

4.7

2.2

2.6

2.8

1.0

6.2

3.3

2.3

2.9

2.0

1.6

-

1.7

1.6

1.9

3.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10万円未満 10万～30万円未満 30万～50万円未満

50万～100万円未満 100万～200万円未満 200万円以上

わからない
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（９）けがの治療等にかかった費用 

 

地震で家族や自分自身がけがをした人に、けがの治療に要した費用を尋ねたところ、い

ずれの加入状況でも「10 万円未満」が最も高く、地震保険加入者（74.5％）で 7割台半ば、

地震保険非加入者（72.4％）で 7割強となっている。 

【Q9（被害内容）で「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ14．その際の住居建物や家財の被害の復旧や怪我の治療等に要した費用、賃貸住宅への転居にかかる初

期費用はどの程度ですか。（それぞれ１つ選んでください）  

Ｑ14-3．人の被害に起因する支出（けがの治療等） 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (51)

地震保険非加入者 (58)

74.5

72.4

7.8

5.2

5.9-- 11.8

20.7

-

1.7

-

- -

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

10万円未満 10万～30万円未満 30万～50万円未満

50万～100万円未満 100万～200万円未満 200万円以上

わからない  
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（10）再建後の住居建物の住環境 

 

被災後、住宅建物を再建・修繕した人に、住居建物の規模・利便性等、住環境について

尋ねたところ、「被災前と同程度とした」が最も高く、地震保険加入者（71.1％）、地震保

険非加入者（70.6％）共に 7割強となっている。「被災前よりも悪くなった」の比率は、地

震保険非加入者（19.6％）が地震保険加入者（16.1％）を上回っている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「以前よりも悪くなった」は共済加入者（地震

担保）（25.0％）、共済加入者（地震不担保）（25.9％）で 2割台半ばと、他の地震保険非加

入者よりも高くなっている。 

【Q13（被災後の住居について）で「家主（大家）や工務店等に頼んで修繕を行い、同じ建物に居住した」「自分で修繕を

行い、同じ建物に居住した」「別に住宅を購入、または建て替えた建物に居住した」と回答した人に】 

Ｑ15．その際の修繕後あるいは再建後の住居建物の規模・利便性等、住環境についてお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (298)

地震保険非加入者 (347)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (298)

火災保険のみ加入者 (219)

共済加入者（地震担保） (36)

共済加入者（地震不担保） (27)

保険・共済非加入者 (65)

71.1

70.6

71.1

72.6

66.7

63.0

69.2

16.1

19.6

16.1

17.4

25.0

25.9

21.5

12.8

9.8

12.8

10.0

8.3

11.1

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被災前と同程度とした　　 被災前よりも悪くなった　　

被災前よりもよくなった　　  
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（11）再建後の住居建物の耐震性 

 

被災後、住宅建物を再建・修繕した人に、住居建物の修繕や再建に際して、耐震性につ

いてどのように考えていたか尋ねたところ、「意識して耐震性を高めた（耐震性の高い住居

建物を購入した）」は地震保険加入者（44.6％）で 4割半ば、地震保険非加入者（34.6％）

では 3 割台半ばとなっている。地震保険加入者のほうが、より耐震性に対する意識が高い

ものの、いずれの地震保険加入状況でも「耐震性は意識しなかった」が半数以上を占めて

いる。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「耐震性は意識しなかった」は共済加入者（地

震不担保）（77.8％）で 8割弱、保険・共済非加入者（70.8％）でおよそ 7割と他の地震保

険非加入者よりも高い。 

【Q13（被災後の住居について）で「家主（大家）や工務店等に頼んで修繕を行い、同じ建物に居住した」「自分で修繕を

行い、同じ建物に居住した」「別に住宅を購入、または建て替えた建物に居住した」と回答した人に】 

Ｑ16．住居建物の修繕や再建に際して、耐震性についてはどのようにお考えでしたか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (298)

地震保険非加入者 (347)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (298)

火災保険のみ加入者 (219)

共済加入者（地震担保） (36)

共済加入者（地震不担保） (27)

保険・共済非加入者 (65)

44.6

34.6

44.6

37.0

38.9

22.2

29.2

55.4

65.4

55.4

63.0

61.1

77.8

70.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識して耐震性を高めた（耐震性の高い住居建物を購入した）

耐震性は意識しなかった
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（12）政府・自治体からの支援金の受給 

 

地震で何らかの被害を受けた人に、政府・自治体からの支給額について尋ねた。まず、

受給経験の有無について集計した。受給経験がある者は、被災経験のある者のうち、5％か

ら 10％程度であることがわかる。共済加入者（地震担保）と保険・共済非加入者は、他の

区分の者よりも「受給有り」の比率が低い（それぞれ 5.4％、5.5％）。 

次に、支援金を受給した場合のその額に着目して集計を行った。全体の数が少ないため、

地震保険加入状況別の集計を行わなかった。「50 万円未満」（65.8％）の比率が最も高い。

500 万円以上の比率は合計で 1.5%となっており、多くの場合の受給額は 500 万円未満であ

る。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ17．その際、政府等からの経済的な支援あるいは保険・共済による保険金・共済金を受給されましたか。

受給された場合は、おおよその額をお答えください。なお、融資等、返済を必要とする支援につい

ては、除外してください。 

Ｑ17-1．政府・自治体からの支給額 

 ●受給の有無 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (985)

地震保険非加入者 (1,327)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (985)

火災保険のみ加入者 (842)

共済加入者（地震担保） (130)

共済加入者（地震不担保） (107)

保険・共済非加入者 (248)

9.6

7.8

9.6

8.7

5.4

9.3

5.6

90.4

92.2

90.4

91.3

94.6

90.7

94.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受給有り なし

 
 ●支援金を受給した場合のその額 

(n)

支援金の受給者全体 (199) 17.6 9.0 1.065.8 6.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５０万円未満        ５０万～１００万円未満                  

１００万～２００万円未満                ２００万～５００万円未満                

５００万～１０００万円未満 １０００万～１５００万円未満（該当なし）

１５００万～２０００万円未満            ２０００万円以上（該当なし）
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（13）義援金（義捐金）の受給 

 

地震で何らかの被害を受けた人に、義援金（義捐金）の受給額について尋ねた。まず、

受給経験の有無について集計した。受給経験がある者は、被災経験のある者のうち、10％

程度であることがわかる。地震保険加入状況の区分による違いは少ない。 

次に、義援金（義捐金）を受給した場合のその額に着目して集計を行った。全体の数が

少ないため、地震保険加入状況別の集計を行わなかった。「50 万円未満」（74.0％）の比率

が最も高い。500 万円以上の比率は合計で 1.0%となっており、多くの場合の受給額は 500
万円未満である。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ17．その際、政府等からの経済的な支援あるいは保険・共済による保険金・共済金を受給されましたか。

受給された場合は、おおよその額をお答えください。なお、融資等、返済を必要とする支援につい

ては、除外してください。 

Ｑ17-2．義援金（義捐金） 

 ●受給の有無 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (985)

地震保険非加入者 (1,327)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (985)

火災保険のみ加入者 (842)

共済加入者（地震担保） (130)

共済加入者（地震不担保） (107)

保険・共済非加入者 (248)

8.8

8.5

8.8

8.0

7.7

11.2

9.7

91.2

91.5

91.2

92.0

92.3

88.8

90.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受給有り なし

 

 ●義援金（義捐金）を受給した場合のその額 

(n)

義援金（義捐金）の受給者全体 (200) 13.0 7.5 0.574.0 4.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５０万円未満        ５０万～１００万円未満                  

１００万～２００万円未満                ２００万～５００万円未満                

５００万～１０００万円未満 １０００万～１５００万円未満（該当なし）

１５００万～２０００万円未満            ２０００万円以上（該当なし）



53 

（14）保険金・共済金の受給 

 

地震で何らかの被害を受けた人に、保険金・共済金の受給額について尋ねた。まず、受

給経験の有無について集計した。地震保険加入者や共済加入者（地震担保）の「受給有り」

の比率（それぞれ 21.1％、26.2％）は 25％程度である。その他の区分についても 5％から

10％程度での比率で「受給有り」の者が存在する。 

次に、保険金・共済金を受給した場合のその額に着目して集計を行った。全体の数が少

ないため、地震保険加入状況別の集計を行わなかった。「50 万円未満」（59.0％）が 6 割程

度を占める。500 万円以上の比率は合計で 3.6%となっており、多くの場合の受給額は 500
万円未満である。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ17．その際、政府等からの経済的な支援あるいは保険・共済による保険金・共済金を受給されましたか。

受給された場合は、おおよその額をお答えください。なお、融資等、返済を必要とする支援につい

ては、除外してください。 

Ｑ17-3．保険金・共済金 

 ●受給の有無 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (985)

地震保険非加入者 (1,327)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (985)

火災保険のみ加入者 (842)

共済加入者（地震担保） (130)

共済加入者（地震不担保） (107)

保険・共済非加入者 (248)

21.1

9.5

21.1

8.1

26.2

11.2

4.8

78.9

90.5

78.9

91.9

73.8

88.8

95.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受給有り なし

 

 ●保険金・共済金を受給した場合のその額 

(n)

保険金・共済金の受給者全体 (334) 21.9 10.5 0.959.0 5.1

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５０万円未満        ５０万～１００万円未満                  

１００万～２００万円未満                ２００万～５００万円未満                

５００万～１０００万円未満 １０００万～１５００万円未満

１５００万～２０００万円未満            ２０００万円以上（該当なし）
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（15）被災時の借入れ 

 

地震で何らかの被害を受けた人に、被災時の借入額について尋ねた。まず、借入れ経験

の有無について集計した。地震保険加入者は他の回答者の区分と比較して、わずかに「借

入れ有り」の比率が高い。 

次に、借入れ額に着目して集計を行った。全体の数が少ないため、地震保険加入状況別

の集計を行わなかった。「50 万円未満」（22.0％）の比率が最も高いが、それに次いで「2000

万円以上」（18.0％）の比率が高い。 

【Q9（被害内容）で「揺れによる住居建物の倒壊・破損」「住居建物の火災」「土砂崩れ・崖崩れによる住居建物の倒壊・

破損」「家財の破損」「家族および自分自身のけが等」と回答した人に】 

Ｑ18．その際、住居建物や家財の被害の復旧等のため、融資を受けたり、借入れを行った場合には、その

おおよその額をお答えください。 

 ●借入れの有無 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (985)

地震保険非加入者 (1,327)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (985)

火災保険のみ加入者 (842)

共済加入者（地震担保） (130)

共済加入者（地震不担保） (107)

保険・共済非加入者 (248)

7.3

5.9

7.3

6.5

5.4

5.6

4.0

92.7

94.1

92.7

93.5

94.6

94.4

96.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

借入れ有り なし

 

 ●借入れを行った場合のその額 

(n)

借入れ有りの者全体 (150) 14.7 12.7 4.0 6.0 18.022.0 14.0 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５０万円未満        

５０万～１００万円未満                  

１００万～２００万円未満                

２００万～５００万円未満                

５００万～１０００万円未満

１０００万～１５００万円未満

１５００万～２０００万円未満            

２０００万円以上
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５．地震保険・共済（地震担保）加入者への質問 

（１）地震保険・共済（地震担保）を知ったきっかけ 

 

地震保険加入者および共済加入者（地震担保）に、地震保険あるいは地震被害を補償す

る共済の存在を知ったきっかけについて尋ねた。その結果、地震保険加入者については、「住

宅購入・入居時の関係者（不動産・銀行等）の話」（33.1％）が最も高く 3割台半ば、次い

で「損害保険会社（代理店）の人の話」（30.5％）がおよそ 3割、「地震災害の報道」（23.3％）

や「保険のパンフレット等」（22.7％）が 2割強となっている。 

共済加入者（地震担保）については、「共済（組合等）の人の話」（47.6％）が最も高く 5

割弱、次いで「保険のパンフレット等」（30.2％）がおよそ 3割となっている。 

地震保険と共済では、その存在等を知るきっかけに大きな違いがあることがわかる。 

【地震保険加入者を対象に】 

Ｑ30．「地震保険」を知ったきっかけは何ですか。（いくつでも選んでください） 

【共済加入者（地震担保）を対象に】 

Ｑ41．地震による被害を補償する共済があることを知ったきっかけは何ですか。（いくつでも選んでくださ

い） 

テレビまたはラジオのCM・番組

新聞または雑誌の広告・記事、ポスター

地震災害の報道

損害保険会社（代理店）の人の話

共済（組合等）の人の話

周囲の人の話

住宅購入・入居時の関係者（不動産・銀行等）の話

保険のパンフレット等

その他

14.1

13.0

23.3

30.5

8.6

33.1

22.7

3.5

9.1

11.9

9.5

47.6

9.5

11.5

31.0

3.0

0 10 20 30 40 50

（％）

地震保険加入者（n=6,000）

共済加入者（地震担保）（n=706）
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（２）地震保険・共済（地震担保）に加入した理由 

 

地震保険加入者および共済加入者（地震担保）に、地震保険あるいは共済への加入の理

由（きっかけ）について尋ねた。まず、保険・共済の対象（住居建物、家財）の違いによ

る加入理由について比較すると、地震保険加入者について「家財／住居建物の地震保険と

セットで契約したから」の比率が住居建物については 19.1％、家財については 24.4％と、

【地震保険加入者を対象に】 

Ｑ31．「住居建物」を対象とした地震保険に加入した理由（きっかけ）は何ですか。（いくつでも選んでく

ださい） 

Ｑ32．「家財」を対象とした地震保険に加入した理由（きっかけ）は何ですか。（いくつでも選んでくださ

い） 

【共済加入者（地震担保）を対象に】 

Ｑ42．「住居建物」を対象として、地震による被害を補償する共済に加入した理由（きっかけ）は何ですか。

（いくつでも選んでください） 

Ｑ43．「家財」を対象として、地震による被害を補償する共済に加入した理由（きっかけ）は何ですか。（い

くつでも選んでください） 

住居建物の購入時に関係者（不動産・
銀行等）に加入を勧められたから

火災保険／火災共済とセットで契約し

たから

家財／住居建物の地震保険／共済（地
震担保）とセットで契約したから

住居建物の耐震性に不安を持っていた

から

住居建物の融資（住宅ローン）を受け
た、または返済中だから

地震によって発生する火災に不安を

持っていたから

地震災害の報道を見て

住んでいる地域に地震が起きる可能性

が高いと思うから

保険料／掛け金が負担可能な金額だっ
たから

保険料の割引が受けられたから

所得税・住民税に関する地震保険料控
除制度があったから

政府が関与している保険制度であり安

心感があるから

知人から加入を勧められたから

その他

　　                                                           ＊「設定なし」は、回答の選択肢を設定していないことを示す。

【住居建物】

　 ■地震保険加入者　　　  （n=5,711)

　 □共済加入者（地震担保）（n=679）

【家財】

　 ■地震保険加入者　　　  （n=4,537)

　 □共済加入者（地震担保）（n=624）

26.1

52.4

19.1

6.1

14.2

21.0

19.4

16.7

13.2

2.5

5.2

1.0

3.7

2.6

12.8

41.4

27.4

8.8

8.1

20.0

18.0

15.3

28.6

5.9

7.4

2.7

設定なし

設定なし

0 10 20 30 40 50 60

（％）

22.5

52.1

24.4

5.6

19.7

17.4

14.5

13.2

2.9

4.7

0.7

4.5

3.0

12.5

45.8

26.0

6.1

19.4

16.3

15.7

29.5

5.0

7.4

2.6

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

0 10 20 30 40 50 60

（％）
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やや差がある以外には、大きな違いは見られない。 

次に、加入の理由間の比率の違いを比較すると、地震保険加入者、共済加入者（地震担

保）ともに「火災保険／火災共済とセットで契約したから」の比率が 4 割から 5 割程度あ

り、飛びぬけて高い。それに次いで、地震保険加入者では、「住居建物の購入時に関係者（不

動産・銀行等）に加入を勧められたから」や「家財／住居建物の地震保険とセットで契約

したから」の比率が高く、2割から 2割台半ば程度となっている。一方、共済加入者（地震

担保）では、「住居建物の購入時に関係者（不動産・銀行等）に加入を勧められたから」は

13％程度とそれほど高くなく、「掛け金が負担可能な金額だったから」や「家財／住居建物

の共済（地震担保）とセットで契約したから」の比率が 2 割台半ばから 3 割程度となって

おり、地震保険加入者よりも高い比率となっている。 

 

 

《参考》に平成 15 年 9 月に行った地震保険への加入理由の調査結果との比較図を示す。

今回の調査結果とは比率が大きく変わっている。平成 15 年 9 月の調査では、飛びぬけて比

率が高い加入理由はなく、「地震によって発生する火災に不安を持っていたから」（38.6％）、

「火災保険とセットで契約したから」（37.2％）、「地震災害の報道を見て」（35.5％）の比

率が、35％から 40％程度と高い。 

《参考》過去の調査による地震保険に加入した理由 

 ●平成 15 年 9 月調査（持ち家の世帯のみを対象）との比較 

住居建物の購入時に関係者に加入を勧

められたから

火災保険とセットで契約したから

住居建物の耐震性に不安を持っていた
から

地震によって発生する火災に不安を
持っていたから

地震災害の報道を見て

住んでいる地域に地震が起きる可能性
が高いと思うから

保険料が負担可能な金額だったから

　 ■本調査（平成21年5-6月）（n=6,000)

　 □平成15年9月調査　　　　（n=1,204）

28.1

58.5

7.8

25.4

22.5

18.9

16.2

19.2

37.2

11.0

38.6

35.5

18.4

27.0

0 10 20 30 40 50 60

（％）  
＊本調査は目的別（建物・家財別）に加入理由を聞いている。ここではどちらか一方でも加入理由として挙げられ

た回答を集計した。 
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（３）今後の地震保険・共済（地震担保）の継続意思 

 

地震保険加入者に、地震保険の継続意向について尋ねたところ、「継続したい」と「まあ

継続したい」を合わせた『継続したい（計）』は地震保険加入者（93.5％）で 9 割台半ばと

大半を占める。共済加入者（地震担保）（88.6％）では 8 割台後半と、地震保険加入者と比

較するとその比率はやや低い。 

また、「あまり継続したくない」「継続したくない」と回答した人に、継続したくない理

由を尋ねたところ、地震保険加入者では、「保険料の負担が大きいから」（45.9％）が最も高

く 4 割台半ば、次いで「加入後、一度も地震被害を受けていないから」（27.9％）が 3 割弱

となっている。共済加入者（地震担保）では、「保険料の負担が大きいから」（53.8％）が最

も高く 5 割台半ば、次いで「保険料が掛け捨てだから」（15.4％）、「加入後、一度も地震被

害を受けていないから」（15.4％）、「その他」（15.4％）が 1 割台半ばである。 

【地震保険加入者に】 

Ｑ33．あなたは、今後も「地震保険」を継続したいと思いますか。 

【共済加入者（地震担保）に】 

Ｑ44．あなたは、今後も地震による被害を補償する共済を継続したいと思いますか。 

 ●今後の地震保険・共済（地震担保）の継続意思 

(n)

地震保険加入者 (6,000)

共済加入者（地震担保） (706)

63.6 29.9 5.5

9.660.1 28.5

1.4

0.8

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続したい まあ継続したい どちらともいえない

あまり継続したくない 継続したくない

 

【Q33（今後の地震保険の契約継続意向）で「あまり継続したくない」「継続したくない」と回答した人に】 

Ｑ34．継続したくない理由をお聞かせください。 

【Q44（今後の地震による被害を補償する共済契約継続意向）で「あまり継続したくない」「継続したくない」と回答した

人に】 

Ｑ45．継続したくない理由をお聞かせください。 

 ●継続したくない理由 

地震保険加入者 (61)

共済加入者（地震担保） (13)

45.9 19.7

53.8 15.4 15.4

27.9 6.6

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険料の負担が大きいから

保険料が掛け捨てだから

加入後、一度も地震被害を受けていないから

その他
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６．地震保険・共済（地震担保）非加入者への質問 

（１）地震保険の認知度 

① 地震保険の認知度 

 

火災保険のみ加入者、共済加入者（地震不担保）、保険・共済非加入者に地震保険の認知

度について尋ねた。「補償内容をよく知っている」「補償内容をだいたい知っている」を合

わせた『補償内容を知っている（計）』は、火災保険のみ加入者（39.6％）および共済加入

者（地震不担保）（42.8％）で 4 割前後、保険・共済非加入者（22.7％）で 2 割台となって

いる。これに「名前を知っている程度」を含めるといずれの区分でも、9 割以上の比率とな

る。 

【Q20（保険・共済の加入状況（住居建物））で「火災保険のみに加入」「地震による被害を補償しない共済のみに加入（火

災共済、風水害等給付金付火災共済等）」「損害保険や共済には加入していない」と回答し、Q21（保険・共済の加入状況

（家財））で「火災保険のみに加入」「地震による被害を補償しない共済のみに加入」「損害保険や共済には加入していな

い」のいずれかに回答した人に】 

Ｑ22．あなたは「地震保険」を知っていますか。 

火災保険のみ加入者 (5,546)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

4.8

3.7

3.6

34.8

39.1

19.1

57.2

55.4

69.0

3.3

1.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

補償内容をよく知っている 補償内容をだいたい知っている

名前を知っている程度 知らない
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② 地震保険を知ったきっかけ 

 

地震保険を知っていると回答した人に、地震保険を知ったきっかけについて尋ねた。知

ったきっかけは、「テレビまたはラジオのＣＭ・番組」（36.3％から 41.5％）、「保険のパン

フレット等」（25.4％から 38.5％）、「地震災害の報道」（26.0％から 30.9％）、「新聞または

雑誌の広告・記事、ポスター」（23.3％から 30.4％）の比率が高い。 

【Q22（地震保険の認知度）で「補償内容を知っている」「補償内容をだいたい知っている」「名前を知っている程度」の

いずれかにも回答した人に】 

Ｑ23．「地震保険」を知ったきっかけは何ですか。（いくつでも選んでください） 

テレビまたはラジオのCM・番組

新聞または雑誌の広告・記事、ポスター

地震災害の報道

損害保険会社（代理店）の人の話

周囲の人の話

住宅購入・入居時の関係者（不動産・銀行等）の話

保険のパンフレット等

その他

36.3

26.7

27.2

18.3

13.1

11.6

33.4

1.8

39.0

30.4

30.9

12.8

14.1

7.9

38.5

2.0

41.5

23.3

26.0

9.5

15.6

6.2

25.4

2.9

0 20 40 60

（％）

火災保険のみ加入者（n=5,365）

共済加入者（地震不担保）（n=711）

保険・共済非加入者（n=1,674）
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（２）地震保険への加入検討の有無 

① 地震保険への加入検討の有無 

 

地震保険の加入検討については、いずれの区分でも「加入を検討したことがない」（55.3％
から 74.4％）の方が「加入を検討したことがある」（25.6％から 44.7％）を上回っている。 

 

【Q22（地震保険の認知度）で「補償内容を知っている」「補償内容をだいたい知っている」「名前を知っている程度」のい

ずれかにも回答した人に】 

Ｑ24．地震保険の加入を検討したことがありますか。 

火災保険のみ加入者 (5,365)

共済加入者（地震不担保） (711)

保険・共済非加入者 (1,674)

43.9

44.7

25.6

56.1

55.3

74.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入を検討したことがある 加入を検討したことがない
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② 地震保険の加入を検討した場面 

 

地震保険の非加入者で地震保険について加入を検討したことがある人に、地震保険の加

入を検討した場面を尋ねたところ、「地震災害の報道を見たとき」（46.2％から 58.2％）が

最も高く 5 割前後の比率となっている。火災保険のみ加入者や共済加入者（地震不担保）

では、「火災保険を契約したとき」（41.2％から 41.6％）が次に比率が高く、4 割程度となっ

ている。 

【Q24（地震保険の加入検討の有無）で「加入を検討したことがある」と回答した人に】 

Ｑ25．地震保険の加入を検討したのはどんなときでしたか。（いくつでも選んでください） 

住居建物の購入・入居時に関係者（不動産・銀行

等）に加入を勧められたとき

火災保険を契約したとき

地震災害の報道を見たとき

テレビのCMや雑誌の広告等を見たとき

周囲の人の話を聞いて

損害保険会社（代理店）から送られたチラシ等を見
たとき

その他

20.4

41.6

46.2

9.9

6.4

18.8

2.2

13.5

41.2

58.2

11.9

6.0

18.9

1.9

21.7

18.2

51.6

16.8

10.0

17.3

4.0

0 20 40 60 80

（％）

火災保険のみ加入者（n=2,356）

共済加入者（地震不担保）（n=318）

保険・共済非加入者（n=428）
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（３）検討した上で、地震保険に加入しなかった理由 

 

【Q24（地震保険の加入検討の有無）で「加入を検討したことがある」と回答した人に】 

Ｑ26．検討した結果、地震保険に加入しなかった理由は何ですか。（いくつでも選んでください） 

火災共済等に加入しているから

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）は十分高い
から

住居建物が新しいから

いざとなれば預金等で何とかなると思うから

住居建物の融資（住宅ローン）の返済が終わってい
るから

地震で被災することはないと思うから

大地震の時は何らかの公的支援が期待できるから

大地震の時は義援金（義捐金）が期待できるから

地震保険では最高で住居建物の再築に必要な額の
50%までしか補償されないから

具体的な保険料まではわからないが、保険料が高い
イメージがあったから

具体的な保険料を見た、または計算した結果、保険
料が高かったから

加入の方法（手続き）がわからないから

加入の機会や勧誘等がなかったから

保険の内容がわかりにくかったから

賃貸住宅に住んでいるから

その他

17.9

17.7

10.8

9.2

3.9

10.0

5.8

1.8

21.9

30.4

29.8

2.5

5.8

10.4

13.5

7.7

28.3

14.5

7.9

13.2

7.2

11.0

7.9

2.5

20.1

36.5

32.1

2.8

5.0

11.6

13.8

6.6

4.2

11.7

6.8

7.9

4.9

6.1

5.8

2.6

12.4

23.8

19.6

4.2

10.5

15.9

31.8

10.5

0 10 20 30 40 50

（％）

火災保険のみ加入者（n=2,356）

共済加入者（地震不担保）（n=318）

保険・共済非加入者（n=428）
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地震保険について加入を検討したことがある人に、検討の結果、地震保険に加入しなか

った理由を尋ねた。火災保険加入者および共済加入者（地震不担保）では、「具体的な保険

料まではわからないが、保険料が高いイメージがあったから」（それぞれ 30.4％、36.5％）

が最も高く 3 割台、次いで「具体的な保険料を見た、または計算した結果、保険料が高か

ったから」（それぞれ 29.8％、32.1％）が 3 割前後となっている。 

保険・共済非加入者では、「賃貸住宅に住んでいるから」（31.8％）の比率が最も高い。 
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（４）地震保険への加入を検討しない理由 

 

地震保険の加入を検討したことがない人に加入を検討したことがない理由を尋ねた。火

【Q24（地震保険の加入検討の有無）で「加入を検討したことがない」と回答した人に】 

Ｑ27．地震保険の加入を検討したことがない理由は何ですか。（いくつでも選んでください） 

火災共済等に加入しているから

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）は十分高い
から

住居建物が新しいから

いざとなれば預金等で何とかなると思うから

住居建物の融資（住宅ローン）の返済が終わってい
るから

地震で被災することはないと思うから

大地震の時は何らかの公的支援が期待できるから

大地震の時は義援金（義捐金）が期待できるから

地震保険では最高で住居建物の再築に必要な額の
50%までしか補償されないから

保険料が高いというイメージがあるから

検討のきっかけがなかったから

保険の内容がわかりにくそうだから

賃貸住宅に住んでいるから

その他

17.7

11.9

6.8

8.6

3.5

12.9

5.2

1.3

11.7

42.5

19.3

10.5

26.9

3.1

21.1

11.5

4.8

9.7

4.6

10.4

6.9

0.3

10.2

43.8

17.3

11.7

34.1

4.6

3.1

4.1

2.8

8.6

2.2

7.2

5.1

1.6

6.6

28.9

21.0

8.7

50.6

6.3

0 20 40 60

（％）

火災保険のみ加入者（n=2,356）

共済加入者（地震不担保）（n=393）

保険・共済非加入者（n=1246）
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災保険のみ加入者および共済加入者（地震不担保）では、「保険料が高いというイメージが

あるから」（42.5％から 43.8％）が最も高く 4 割強、次いで「賃貸住宅に住んでいるから」

（26.9％から 34.1％）が 3 割前後となっている。 

保険・共済非加入者では、「賃貸住宅に住んでいるから」（50.6％）の比率が最も高く、次

いで「保険料が高いというイメージがあるから」（28.9％）が 3 割程度となっている。 
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７．地震保険制度に対する意識 

（１）地震保険の制度内容の認知度 

 

地震保険加入者、および非加入者のうち地震保険の「補償内容をよく知っている」「補償

内容をだいたい知っている」「名前を知っている」と回答した人に、地震保険の制度内容等

について知っているか否かを尋ねた。 

火災保険では地震による火災は補償されないことについては、「知っている」「なんとな

く知っている」を合わせた『知っている（計）』は、地震保険加入者（94.7％）、地震保険非

加入者（93.0％）ともに 9 割台半ばの比率となっており、認知度は高い。 

地震保険は単独で加入ができないことについて、『知っている（計）』は地震保険加入者

（86.0％）で 8 割台半ば、地震保険非加入者（64.5％）で 6 割台半ばとなっている。 

地震保険の契約金額は火災保険の契約金額の 30～50％の範囲で設定することについて、

『知っている（計）』は地震保険加入者（67.4％）で 7 割弱、地震保険非加入者（37.8％）

【地震保険加入者または Q22（地震保険の認知度）で「補償内容を知っている」「補償内容をだいたい知っている」「名前

を知っている程度」と回答した人に】 

Ｑ48．あなたは、以下に挙げる地震保険に関することについて、ご存知ですか。（それぞれ１つずつ選んで

ください）。 

ａ．火災保険では、地震による火災

　　は補償されない

ｂ．単独加入不可。火災保険プラス

　　地震保険の形で加入

ｃ．契約金額は火災保険の契約金額

　　の３０～５０％の範囲で設定

ｄ．契約金額は建物５,０００万円、

　　家財１,０００万円が限度

ｅ．保険料は「建物の構造」と「地

　　域」によって異なる

ｆ．建物の耐震性能や建築時期で保

　　険料を１０～３０％割引可能

ｇ．損害の程度によって受け取れる

　　保険金が変わる

ｈ．地震保険は政府と民間保険会社

　　が協力し運営している保険制度

ｉ．保険料率は低い水準に設定され

　　ており、利潤は含まれていない

ｊ．地震保険料控除制度実施で、最

　　高で５万円の控除が受けられる

【地震保険加入者】
（n=5,684）

【地震保険非加入者】
（n=8,611）

76.8

60.5

15.3

58.6

31.7

32.1

15.1

8.6

30.0

17.9

25.5

35.5

30.7

38.1

49.4

33.6

22.3

27.7

5.4

13.9

49.3

10.7

30.2

18.5

51.3

69.1

42.4

32.1 35.3 32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている なんとなく知っている 知らない

75.2

37.3

7.6

27.2

10.7

17.0

6.6

14.9

17.8

27.2

21.8

37.6

28.3

41.6

21.3

20.0

7.0

35.4

70.5

35.1

61.0

41.4

72.1

83.0

65.1

3.7

13.0

13.4

24.8 62.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 
＊本設問については、アンケート設計の誤りがあったため、地震保険加入者および共済加入者（地震担保）を対象とし

て再調査を行った。その際、回答を得られなかった 358 の回答者を除いて集計した。 
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で 4 割弱となっている。 

地震保険の契約金額の限度額について、「『知っている（計）』は地震保険加入者（50.8％）

でおよそ 5 割、地震保険非加入者（29.4％）で 3 割弱となっている。 

保険料は建物の構造と地域によって異なることについて、『知っている（計）』は地震保

険加入者（89.3％）でおよそ 9 割、地震保険非加入者（64.8％）では 6 割台半ばとなって

いる。 

建物の耐震性等によって保険料の割引が可能となることについて、『知っている（計）』

は地震保険加入者（69.8％）でおよそ 7 割、地震保険非加入者（39.0％）で、およそ 4 割

となっている。 

損害の程度によって受け取れる保険金が変化することについて、『知っている（計）』は

地震保険加入者（81.5％）で 8 割強、地震保険非加入者（58.6％）で 6 割弱となっている。 

地震保険は政府と民間保険会社が協力して運営していることについて、『知っている

（計）』は地震保険加入者（48.7％）で 5 割弱、地震保険非加入者（27.9％）で 3 割弱とな

っており、両者とも過半数に達していない。 

保険料率に利潤は含まれていないことについて、『知っている（計）』は、地震保険加入

者（30.9％）でおよそ 3 割、地震保険非加入者（17.1％）で 2 割弱となっている。両者と

も過半数に達しておらず、他の設問（Q48a～j）と比べても認知の程度が一番低い。 

所得税から地震保険料控除制度が実施され、最高で 5 万円の控除が受けられることにつ

いて、『知っている（計）』は、地震保険加入者（57.7％）で 6 割弱、地震保険非加入者（34.9％）

で 3 割台半ばとなっている。 
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（２）地震保険制度の必要性 

 

地震保険の必要性について、「必要だと思う」は、地震保険加入者（82.7％）で 8 割強と

なっているが、地震保険非加入者（46.5％）は 4 割台半ばにとどまっている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「必要だと思う」は、共済加入者（地震担保）

（77.3％）で 8 割弱と、他の地震保険非加入者と比べ高くなっている。 

Ｑ49．地震保険で受け取れる保険金は、最高でも建物評価額の 50％（注）ですが、地震保険は必要だと思

いますか。 

（注）地震保険の契約金額は、法令により火災保険の契約金額の 30～50％の範囲内で定めることになっています。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

82.7

46.5

82.7

45.0

77.3

43.4

40.7

2.2

12.8

2.2

13.6

5.0

13.8

12.8

15.2

40.7

15.2

41.4

17.7

42.8

46.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う 必要とは思わない わからない
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（３）地震保険の保険料の印象 

 

地震保険料の印象について、「高い」「やや高い」を合わせた『高いと感じる（計）』は、

地震保険加入者（53.0％）で 5 割台半ば、地震保険非加入者（60.2％）ではおよそ 6 割と

なっている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、『高いと感じる（計）』は、共済加入者（地震

不担保）（65.4％）と火災保険のみ加入者（62.7％）で 6 割を超え、他の地震保険非加入者

と比べ高くなっている。 

Ｑ50．お住まいの都道府県、住居建物の構造から、あなたの住居建物や家財を対象として地震保険に加入

した場合の契約金額 100 万円あたりの 1 年間の保険料をご確認いただき、地震保険料の印象につい

てお答えください。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

20.5

26.3

20.5

27.0

25.2

31.1

22.6

32.5

33.9

32.5

35.7

31.0

34.3

29.5

41.2

32.0

41.2

29.8

39.1

27.3

38.0

4.6

3.5

4.6

3.3

4.3

5.2

3.5

4.7

3.0

1.4

3.0

2.4

3.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い
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《参考 1》は、地震保険料の印象を等地－住居建物の構造別に集計した結果である。非木

造よりも木造の方が、また、等地が高い方が、『高いと感じる（計）』の比率が高い。 

 

 

《参考 1》地震保険の保険料の印象を等地－住居建物の構造別に集計 

【等地－住居建物の構造別】 (n)

１等地－木造　　　 (1,494)

　　　－非木造　　 (77)

　　　－構造不明　 (104)

２等地－木造　　　 (1,922)

　　　－非木造　　 (998)

　　　－構造不明　 (95)

３等地－木造　　　 (2,693)

　　　－非木造　　 (2,761)

　　　－構造不明　 (147)

４等地－木造　　　 (1,371)

　　　－非木造　　 (2,025)

　　　－構造不明　 (102)

15.6

11.3

20.6

14.5

12.6

31.0

21.5

17.7

40.8

30.3

30.4

33.6

23.8

32.7

31.4

29.5

35.6

36.5

32.0

33.0

34.5

27.5

42.8

51.3

38.7

43.2

45.3

28.5

36.0

40.1

22.8

30.3

35.3

4.4

7.6

6.3

8.4

3.3

3.9

6.8

3.6

4.2

3.4

5.9

5.8 31.7 48.1

1.0

2.8

2.1

4.3

9.6

2.1

1.2

3.7

4.8

6.0

4.6

1.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い
 

《参考 2》地震保険の保険料の印象を住居建物の建築年代別に集計 

【住居建物の建築年代別】 (n)

昭和３５年以前 (499)

昭和３６～４５年 (809)

昭和４６～５５年 (2,147)

昭和５６～６３年 (2,491)

平成元年～１０年 (4,647)

平成１１年以降 (4,407)

27.3

24.1

22.2

24.0

23.9

32.3

32.0

35.7

33.7

32.2

34.1

36.2

35.3

35.8

36.1

3.6

4.0

3.9

4.7

25.4 33.1 35.1

4.2

3.6

3.1

2.8

2.6

2.9

3.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い
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《参考 2》は、地震保険料の印象を住居建物の建築年代別に集計した結果である。建築年

代別には、地震保険料の印象に明確な差がみられない。 

 

 

《参考 3》は、地震保険料の印象を地震保険金の受給経験の有無別に集計した結果である。

地震保険金の受給経験の有無別には、地震保険料の印象に明確な差がみられない。 

《参考 3》地震保険の保険料の印象を地震保険金の受給経験の有無別に集計 

(n)

地震による被災経験は有るが，地震保険金もし

くは共済金の受給経験はない
(1,978)

受給経験有り (334)

地震による被災経験がない (12,688)

全体 (15,000)

21.0

19.8

24.0

33.4

36.2

33.4

38.6

37.1

35.7

4.1

4.5

4.1

4.1

2.9

2.4

2.9

2.9

24.6 33.3 35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い
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（４）地震保険の保険料が高いと感じる理由 

 

保険料について「高い」「やや高い」という印象を持つ人に、その理由を尋ねたところ、

地震保険加入者は、「最高で住居建物の再築に必要な額の 50％までしか補償されない割に高

い」（58.4％）が 6 割弱で最も高く、次いで「契約金額（保険金額）の割には高い」（47.5％）

が 5 割弱、「滅多に発生しない地震による被害のみを補償するものとしては高い」（45.5％）

が 4 割台半ばとなっている。地震保険非加入者でも、「最高で住居建物の再築に必要な額の

50％までしか補償されない割に高い」（59.8％）が最も高く 6 割弱、次いで「滅多に発生し

ない地震による被害のみを補償するものとしては高い」（52.8％）が 5 割強、「契約金額（保

険金額）の割には高い」（48.8％）が 5 割弱、となっている。 

「住居建物の耐震性が高いのに保険料が高い」の比率は、地震保険加入、非加入によら

ず、1 割未満となっている。 

【Q50（地震保険料の印象）で「高い」「やや高い」と回答した人に】 

Ｑ51．どのようなことについて「保険料が高い」と感じますか。（いくつでも選んでください） 

契約金額（保険金額）の割には高い

最高で住居建物の再築に必要な額の50%までしか補

償されない割に高い

滅多に発生しない地震による被害のみを補償するも
のとしては高い

火災保険（共済）と比較して高い

自動車保険（共済）や自賠責保険（共済）と比較し

て高い

生命保険（死亡保険）と比較して高い

生命保険（医療保険）と比較して高い

住居建物の耐震性が高いのに保険料が高い

その他

47.5

58.4

45.5

19.9

6.6

4.3

2.9

7.9

1.9

48.8

59.8

52.8

24.4

6.2

4.3

3.0

9.1

2.3

0 20 40 60 80

（％）

地震保険加入者（n=3,180）

地震保険非加入者（n=5,422）
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（５）妥当だと思う地震保険の保険料の水準 

 

地震保険の契約金額 100 万円あたりの 1 年間に支払う保険料について、妥当だと感じる

金額を尋ねたところ、「5,000 円以上」の区分の比率が 2 割から 3 割程度となった。「5,000
円以上」は、現在の制度上のもっとも高い保険料 3,130 円（東京都のロ構造など）を超え

る額であり、設問の内容を回答者に正確に伝えることができなかったと思われ、この結果

をそのまま信用することはできない。 

 

【Q50（地震保険料の印象）で「高い」「やや高い」と回答した人に】 

Ｑ52．お住まいの都道府県、住居建物の構造から、あなたの住居建物や家財を対象として地震保険に加入

した場合の契約金額 100 万円あたりの 1 年間の保険料は、いくらなら妥当と感じますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (3,180)

地震保険非加入者 (5,422)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (3,180)

火災保険のみ加入者 (3,600)

共済加入者（地震担保） (397)

共済加入者（地震不担保） (473)

保険・共済非加入者 (952)

9.9

22.5

9.9

22.3

17.6

20.5

26.6

24.4

30.6

24.4

31.3

29.2

33.2

27.0

24.5

17.8

24.5

17.6

21.9

19.7

16.1

4.6

3.2

5.7

5.7

3.0

28.1

20.8

28.1

20.6

23.2

19.9

21.3

2.5

3.0

2.5

2.7

4.6

2.9

2.9

3.4

2.1

1.9

3.2

2.5

2.3

3.0

2.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～500円未満　 500円～1,000円未満　 1,000円～1500円未満　

1500円～2,000円未満　 2,000円～3,000円未満 3,000円～5,000円未満

5,000円以上
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（６）付保割合 30％未満の地震保険のニーズ 

 

火災保険の契約金額に対する付保割合を 30％未満とすることが可能となった場合の行動

について尋ねた。「加入したい、または契約金額を 30％未満に変更したい」は、地震保険加

入者（30.0％）で 3 割、地震保険非加入者（22.4％）は 2 割強となっている。地震保険加

入、非加入によらず「わからない」が最も高く、地震保険加入者（47.4％）で 5 割弱、地

震保険非加入者（58.8％）で 6 割弱を占める。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「加入したい、または契約金額を 30％未満に変

更したい」は、共済加入者（地震担保）（32.6％）でおよそ３割強と、他の地震保険非加入

者と比べ高くなっている。いずれの区分においても「わからない」の比率がもっとも高い。 

Ｑ53．現在の地震保険の契約金額は火災保険の契約金額の 30～50％の範囲で定めることになっています。

仮に、地震保険の契約金額が 30％未満で定めることが可能になり、従来よりも低額な保険料での契

約が可能となった場合、あなたは契約金額を 30％未満とした地震保険に加入したいと思いますか。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

30.0

22.4

30.0

23.8

32.6

22.1

13.9

22.6

18.8

22.6

18.4

22.7

20.2

18.0

47.4

58.8

47.4

57.8

44.8

57.7

68.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入したい、または契約金額を30%未満に変更したい

加入したくない、または契約金額の見直しは行いたくない

わからない
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（７）付保割合 100％の地震保険のニーズ 

 

火災保険の契約金額と同額（100％）で定めることが可能になった場合の反応について尋

ねた。「加入したい、または契約金額を 100％に引き上げたい」は、地震保険加入者（35.3％）

で 3 割台半ば、地震保険非加入者（20.7％）はおよそ 2 割となっている。地震保険加入、

非加入によらず「わからない」が最も高く、地震保険加入者（49.7％）で 5 割弱、地震保

険非加入者（60.8％）でおよそ 6 割を占める。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「加入したい、または契約金額を 100％に引き

上げたい」は、共済加入者（地震担保）（32.7％）で 3 割強と、他の地震保険非加入者と比

べ高くなっている。いずれの区分においても「わからない」の比率がもっとも高い。 

 

Ｑ54．仮に、地震保険の契約金額が火災保険の契約金額と同額（100％）で定めることが可能になり、地震

保険の保険金のみで住居建物の再建ができるようになった場合、あなたは地震保険に加入したい、

または契約金額を 100％に引き上げたいと思いますか。ただし、契約金額を 100％とした場合は、

保険料は 50％の場合の２倍となります。 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

35.3

20.7

35.3

21.3

32.7

20.9

14.3

15.0

18.5

15.0

18.5

19.8

19.1

17.6

49.7

60.8

49.7

60.1

47.5

60.1

68.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入したい、または契約金額を100%に引き上げたい

加入したくない、または契約金額の見直しは行いたくない

わからない  
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（８）火災保険加入時に地震保険にも必ず加入する制度となった場合の行動 

 

火災保険加入時に地震保険にも必ず加入する制度となった場合の保険への契約意向につ

いて、住居建物または家財のどちらかでも火災保険のみに加入している（地震保険には加

入していない）者に尋ねた。「地震保険に加入しなければならない分、合計の保険料が上が

っても、火災保険を維持する」とする者は、地震保険加入者（住居建物か家財のいずれか

が火災保険のみ）で 32.8％、火災保険のみ加入者で 17.4％となっている。「火災保険を継続

し、地震保険に加入する。ただし、新たに生じる地震保険料との合計の保険料が現在の火

災保険料から大幅に上昇することがないように、契約金額の見直しを行う」はいずれの区

分でも 4 割台となっており最も比率が高い。 

【Q20（保険・共済の加入状況（住居建物））で「火災保険のみに加入」と回答、もしくは Q21（保険・共済の加入状況（家

財））で「火災保険のみに加入」と回答した人に】 

Ｑ55．いま火災保険に加入する場合は、基本的に地震保険にもセットで加入することになっていますが、

地震保険には入らないという意思表示をすることで、火災保険だけに加入することができます。 

仮に、火災保険の加入時には、必ず地震保険にも加入する制度となった場合、あなたは地震保険への

加入を避けるために、火災保険への加入や継続を取りやめたいと思いますか。 

(n)

地震保険加入者（住居建物か家財

のいずれかが火災保険のみ）
(583)

火災保険のみ加入者 (5,743)

(583)

(5743)

(0)

(0)

(0)

32.8

17.4

42.0

45.0

2.1

4.5 33.2

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険に加入しなければならない分、合計の保険料が上がっても、火災保険を継続する

火災保険を継続し、地震保険に加入する。ただし、新たに生じる地震保険料との合計の保険
料が現在の火災保険料から大幅に上昇することがないように、契約金額の見直しを行う
地震保険への加入を避けるために火災保険への加入や継続をやめると思う

わからない

 
＊地震保険加入者（住居建物か家財のいずれかが火災保険のみ）は、地震保険加入者のうち、住居建物または家財

を目的として火災保険のみに加入している（地震保険には加入していない）者 
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（９）地震保険の保険料の区分に対する意識 

① 保険料の構造区分 

 

地震保険の保険料の構造区分に対する意識について、地震保険加入者では「今のままで

よい」（37.2％）が最も高く４割弱、次いで「もっと単純でよい」（34.2％）が 3 割台半ばと

なっている。地震保険非加入者も「今のままでよい」（38.5％）が最も高く４割弱、次いで

「もっと単純でよい」（32.6％）が 3 割強となっている。 

地震保険非加入者について詳細にみると、「もっと細分化すべき」は、共済加入者（地震

不担保）（34.0％）で 3 割台半ばと、他の地震保険非加入者と比べ高くなっている。 

 

Ｑ56．以下に挙げる地震保険に関することについて、あなたのご意見に近いものをそれぞれお答えくださ

い。 

Ｑ56-1．現在２区分となっている保険料の構造区分について 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

28.7

28.9

28.7

29.5

27.8

34.0

25.7

34.2

32.6

34.2

32.5

33.9

27.3

34.2

37.2

38.5

37.2

38.0

38.4

38.7

40.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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《参考 1》は、保険料の構造区分に対する意識を等地別に集計した結果である。「もっと

細分化すべき」「もっと単純でよい」の両方の比率が、等地が高くなるにつれて高くなって

いる。また、どの等地においても「もっと単純でよい」が「もっと細分化すべき」を上回

っている。 

 

 

《参考 2》は、保険料の構造区分に対する意識を住居建物の構造別に集計した結果である。

いずれの区分においても「今のままでよい」の比率が最も高い。また、どの構造区分にお

いても「もっと単純でよい」が「もっと細分化すべき」を上回っている。 

 

《参考 2》保険料の構造区分に対する意識を住居建物の構造別に集計 

　　　【住居建物の構造別】 (n)

木造 (7,480)

非木造 (7,072)

構造不明 (448)

合計 (15,000)

28.5

29.5

28.8

35.6

30.7

33.2

35.9

39.8

38.0

22.5 33.5 44.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい

 

《参考 1》保険料の構造区分に対する意識を等地別に集計 

　　　　　　　【等地別】 (n)

１等地 (2,767)

２等地 (3,955)

３等地 (2,607)

４等地 (5,671)

全国計 (15,000)

25.4

26.6

31.5

28.8

28.7

32.8

35.5

33.2

45.8

40.5

33.0

38.0

29.9 33.6 36.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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《参考 3》は、保険料の構造区分に対する意識を住居建物の建築年代別に集計した結果で

ある。建築年代が新しくなるにつれて「もっと細分化すべき」の比率が高くなり、「もっと

単純でよい」の比率が低下する傾向が見られる。また、いずれの建築年代の区分において

も「いまのままでよい」の比率は 35%から 40％程度の範囲内にあり、差が見られない。 

 

 

《参考 4》は、保険料の構造区分に対する意識を保険料の印象別に集計した結果である。

保険料に「高い」あるいは「やや高い」という印象を持っている者は「今のままでよい」（そ

れぞれ 25.5％、31.8％）の比率が低く、「もっと細分化すべき」（それぞれ 37.7％、32.4％）、

「もっと単純でよい」（それぞれ 36.8％、35.8％）の比率は他の区分よりも高くなっている。 

《参考 4》保険料の構造区分に対する意識を保険料の印象別に集計 

　　　【保険料の印象別】 (n)

高い (3,597)

やや高い (5,005)

妥当である (5,349)

やや安い (619)

安い (430)

合計 (15,000)

37.7

32.4

26.7

27.0

28.8

36.8

35.8

27.8

20.9

33.2

25.5

31.8

45.6

52.1

38.0

19.9 30.0 50.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい

《参考 3》保険料の構造区分に対する意識を住居建物の建築年代別に集計 

【住居建物の建築年代別】 (n)

昭和３５年以前 (499)

昭和３６～４５年 (809)

昭和４６～５５年 (2,147)

昭和５６～６３年 (2,491)

平成元年～１０年 (4,647)

平成１１年以降 (4,407)

合計 (15,000)

18.4

24.4

26.6

29.3

32.5

28.8

43.3

37.1

35.3

32.7

30.5

33.2

38.3

38.6

38.1

38.1

36.9

38.0

26.9 33.6 39.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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② 保険料の地域区分 

 

地震保険の保険料の地域区分について、地震保険加入者では「もっと単純でよい」（42.0％）

が最も高く４割強、次いで「今のままでよい」（35.2％）が 3 割台半ばとなっている。地震

保険非加入者も「もっと単純でよい」（39.4％）が最も高く４割弱、次いで「今のままでよ

い」（36.1％）が 3 割台半ばとなっている。地震保険加入状況によって大きな違いは見られ

ない。 

 

 

《参考 1》保険料の地域区分に対する意識を等地別に集計 

　　　　　　　【等地別】 (n)

１等地 (2,767)

２等地 (3,955)

３等地 (2,607)

４等地 (5,671)

全国計 (15,000)

22.3

22.5

25.2

23.8

30.0

37.4

46.7

40.5

47.7

40.1

28.1

35.7

24.3 42.7 33.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
 

Ｑ56．以下に挙げる地震保険に関することについて、あなたのご意見に近いものをそれぞれお答えくださ

い。 

Ｑ56-2．現在、県単位で８区分となっている保険料の地域区分について 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (6,000)

地震保険非加入者 (9,000)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (6,000)

火災保険のみ加入者 (5,743)

共済加入者（地震担保） (706)

共済加入者（地震不担保） (724)

保険・共済非加入者 (1,827)

22.8

24.5

22.8

25.0

23.4

25.1

22.9

42.0

39.4

42.0

39.3

42.1

37.8

39.4

35.2

36.1

35.2

35.6

34.6

37.0

37.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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《参考 1》は、保険料の地域区分に対する意識を等地別に集計した結果である。「もっと

単純でよい」の比率は等地が高くなるにつれて高くなり、「今のままでよい」の比率は等地

が高くなるにつれて低下する。「もっと細分化すべき」の等地による差は大きくない。 

 

 

《参考 2》は、保険料の地域区分に対する意識を住居建物の構造別に集計した結果である。

木造および非木造では、「もっと単純でよい」（それぞれ 41.0％、40.0％）の比率が最も高

い。また、どの構造区分においても「もっと単純でよい」や「今のままでよい」が「もっ

と細分化すべき」を上回っている。 

 

 

《参考 3》は、保険料の地域区分に対する意識を住居建物の建築年代別に集計した結果で

ある。昭和 35 年以前以外の区分では、建築年代による明確な傾向の差は見られない。いず

《参考 3》保険料の地域区分に対する意識を住居建物の建築年代別に集計 

【住居建物の建築年代別】 (n)

昭和３５年以前 (499)

昭和３６～４５年 (809)

昭和４６～５５年 (2,147)

昭和５６～６３年 (2,491)

平成元年～１０年 (4,647)

平成１１年以降 (4,407)

合計 (15,000)

16.2

22.9

22.5

23.3

25.8

23.8

46.3

42.3

41.9

40.9

38.8

40.5

37.5

34.9

35.6

35.8

35.4

35.7

24.4 39.2 36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
 

《参考 2》保険料の地域区分に対する意識を住居建物の構造別に集計 

　　　【住居建物の構造別】 (n)

木造 (7,480)

非木造 (7,072)

構造不明 (448)

合計 (15,000)

24.5

23.4

23.8

41.0

40.0

40.5

34.5

36.6

35.7

18.3 39.5 42.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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れの建築年代の区分においても「もっと単純でよい」（38.8％から 46.3％）の比率が最も高

くなっている。 

 

 

《参考 4》は、保険料の地域区分に対する意識を保険料の印象別に集計した結果である。

保険料に「高い」あるいは「やや高い」という印象を持っている者は「今のままでよい」（そ

れぞれ 20.9％、29.3％）の比率が他の区分よりも低く、「もっと細分化すべき」（それぞれ

31.2％、27.0％）、「もっと単純でよい」（それぞれ 47.9％、43.7％）の比率は他の区分より

も高くなっている。また、いずれの区分においても、「もっと細分化すべき」（16.4％から

31.2％）の比率を、「もっと単純でよい」（24.9％から 47.9％）の比率が上回っている。 

 

《参考 4》保険料の地域区分に対する意識を保険料の印象別に集計 

　　　【保険料の印象別】 (n)

高い (3,597)

やや高い (5,005)

妥当である (5,349)

やや安い (619)

安い (430)

合計 (15,000)

31.2

27.0

19.5

21.6

23.8

47.9

43.7

33.1

24.9

40.5

20.9

29.3

47.3

53.5

35.7

16.4 34.6 49.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと細分化すべき もっと単純でよい 今のままでよい
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